お買い上げいただき、ありがとうございます。 

A ご使用の前に 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

特に回〜回ページの「安全上のごま意」は、必ずお読みいただ 
き、安全にお使いください。 

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要な 
ときにお読みください。 


DIGITAL 

ES 

SURROUND 


nni DOLBY I 

DIGITAL 



LVT0930-001A 


"HIS MASTIirS VOICE" 


Wictor 


取扱説明書 


AV コントロールアンプ 

IRX-V503T 


Audio/Video Control Amplifier 

RX-V503T 



基本操作 


音質調節と 
ヴラウンド設定 


その他の操作 





/ 

■ 

I 

I 

1 

I 

1 


■国国 


国国 


1 


I 

1 

I 

I 

I 

■ 

/ 



幽 


ろむ SI 夕茵をち 

碧"？帥を觀 


1 : 0;曼音 

:驾§悬潑 
四を霞®黨 
面拭扭巧ろい 


































































ち < じ 


•接続 . 

-アンテナを接続する...， 

■ スピーカーを接続する 
' AV 機器を接続する .....， 

' 外部接続で本機の電源を r 入/切」する 

(メイク接点） . 

■ 電源コードを接続する . 

■ U モコンに乾電池を入れる . 


•安を上のごま意 . 

• 主な特長 . 

• 各部の名前 . 

■ 本体 . 

■ U モコン ( RM-SRXV 已 03) 


基本操作 


•昼本の操作 . 回〜回 

■ 電源を入れる . 呵 

' 再生ずるソース(音源)を選ぶ . 回 

■ ソース(音源)機器の表示名を変更する . 回 

■ 音量を調節する . 回 

■ マイクを使ってアナウンスする . 回 

■ フロントスピーカーのバランスを調節する . 回 

' フ□ントスピーカーのほ音/高音を調節する ...... 回 

' 映像と音声を別々に再生する . 回 

■ 音を一時的に消す(消音機能） . 回 

■ 録音'録画について . 回 

' 入力信号のレベルを調節する . 回 

' 操作の設定を記憶させる（レジューム機能） . 回 

• デジタルの設定をする . 國〜國 

' デジタル入力端子に接続した機器名を設定する....國 

■ デジタル音声を選ぶ . 画〜回 

•サブウーハーの設定をずる . 図 

-サブウー八一の有無を設定する . 図 

' サブウー八一の出カレベルを調節する . 図 

• ラジオを聞< . 國〜图 

' FM 放送や AM 放送を受信する . 國 

' 放送局を記憶させる . 國 

' FM 放送の受信モードを選ぶ . 國 


記憶してある放送局を選ぶ(プ U セツト選局） ...... 图 


•サラウンドを使ラ . 凶〜國 

-サラウンドとは . 國〜國 

■ サラウンドを使ラためのスピーカー配置 . 國 

• スピーカーのサイズを設定する . 國 

• スピーカーの距離を設定する . 國〜國 

■ ク□スオーバー周波数を還ぶ . 國 

-ほ音域びひずむとさは . 团 

-ダイナ S ックレンジを調節する . 画 

-サラウンドを使って再生する（リモコン）....國〜國 
. サラウンドを使って再生ずる（本体） . 图〜國 


その他の操作 ぺ-ジ 

• コンピユリンク•リモートコント□-ル 

システム . 國 

• リモコンでビクター製の機器を操作ずる ...... 圆〜國 

• リモコンで他メーカーの機器を操作する。.…四〜の 


知っておいてほししにと 


•故障かな？と思ラ前に . 回〜回 

•用語解説 . 回 

•用語索引 . 回 

• 入力信号/サラウンド対応表 . 四 

•保証とアフターヴービス . 回 

• ビクターサービス窓□案内 . 呵 

•主な仕様 . 回 

• マ法図 . 裏表紙 
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安全上のご注意 一はじめにお読みください一 


I 給表示について 

この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示び記載されていまず。 

これらは、製品を安全に正しくお使いいただを、人への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。給表おの意味を 
よく理解してから本文をお読みください。 


么警告 么注意 


お 

ほ 

い 

に 

な 


る 


\z 


参この表示の注意でを無視して、誤った取扱いをすると、 
「死 t または重傷を負う可能性が想定される」内容を示 
しています。 


• この表示のま意でを無視して、誤った取扱いをすると、 
r 傷害を負ったり物的損害が想定される」内容を示して 
います。 


♦絵表示の説明 

を意をうながす記号 行為を禁止する記号 


A A 0 ®® 

一般的ミ主意 感電 禁止分解禁止水めれ禁止 


行為を指示する記号 


〇處 

一般的指示電源プラグを巧く 


广 


A 警告 


で一、'灰のよう な異常び発生したときは 
すぐ使用をやめる。 

• 煙び出ている、へんなにおいびするとさ 


電源プラグを抜く 



内部に水や異物び入ってしまったとき 

落としたり、破損したとさ 

電源コードび傷んだとを(な線の露出や断線など） 


電源プラグを巧く 



ずぐに電源を r 切」にし、必ず電源プラグをコンセントから 
抜く。異常び発生したまま使用していると、义災や感電の原 
因となりまず。煙び出なくなるのをお認してから販売店に 
修理を依頼してください。お客様による修理は危険でずか 
ら絶対におやめください。 


分解や改造をしない。 

カバーをかさない。 

火災や感電の原因となります。 

内部の点検や修理ま、お買い上げの販売店にご依頼ください。 


0 

分解禁止 



風呂場やシャワー室では使用しない。 

本機の中に水び入ると、火災や感電の原因となります。 


(§) 

水場での使用禁止 



固 



























ま全上のごま意(つづを) 



告 


本機の中に物を入れない。 

通風孔などから、金属物や燃え 
やずいちのび入ると、乂災や感 
電の原因となります。特にルさ 


してくださし、。 



本機の上に水などの入つた容器を置かない。 

巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、 

薬品など水の入つた容器を置か 
ないで < ださい。こぼれたり、中 
に水び入った場合は、义災や感 
電の原因となります。 



電源コードを傷つけない。 

電源コードを傷つけると、义災ゃ感電の原因となります。 
特に、次のことにミ主意してください。 

• 電源コードを加工しない 
. 電源コードを無理に巧げない 
• 電源コードをねじらない 
. 電源コードを引っ張らない 
. 電源コードを熱器具に近づけない 
• 電源コードの上に家具などの重 
い物をのせない 

電源プラグは根元まで確実に差し込む。 

差し込みび不完全ですと、発熱したりほこりび付着して义 
災ゃ感電の原因となります。また、たこ足配線ち、コードび熱 
を持ち危険ですのでしないでください。 



雷び鳴り出した5、アンテナ線や 
電源プラグに触れない。 _ 

ろ’々 (£2^ 


感電の原因となります。 


(§) 


接軸禁止 



〇 



表示された電源電圧(交流100ボルト)で 
使用する。 

表示された電源電圧し U 外では、火災' 感電の原因となりま 
す。 

本機を使用できるのは日本国内のみです。 


i.his set IS designed for use in 
Japan only and cannot be used 
in any other country. 



電源プラグは定期的に清掃する。 

電源プラグとコンセントの間に、ゴ S やほこりびたまって 
湿気を吸ラと、絶縁低下を起こして、乂災の原因となります。 
定期的に電源プラグをコンセントから抜を、ゴ S やほこり 
を乾いた布で取り除いてください。 




本機の包装に使用しているポリ袋は、ルさな 
お子様の手の届くところに置かない。 

頭からかぶると窒息の原因となります。 


鱗 


0 


禁止 






























A 注意 


電源プラグは、 


設置場所に注意する。 


コードの部分を持って巧かなし、。 


電源コードを弓 I っ張ると、コー 
ドに傷びつさ、义災や感電の原 
因となることびあります。 

電源プラグを持って抜いて< 
ださい。 



めれた手で電源プラグを 
巧き差ししない。 



通風孔をふさいだり、 

風通しの悪い場所で使用しない。 

本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと 
内部に熱びこもり、义災の原因となることびあります。特に 
次のことにミ主意してください。 

• あお向けや横倒し、逆さまにしない 
• 本箱、巧し入れなど風通しの悪い狭い所に巧し込まない 
• テーブルク □スを掛けない 
. 本や雑誌などをのせない 
• じゅラたんや布団の上に置かな 
し飞 

• 設置する場合は、壁から lOcm 
しソ上離してください。また、放熱 
をよくするために、他の機器と 
の間はかし離して置いてくださ 
しんラックなどに入れるときは、 

機器の天面から1 OcmL ソ 上、 背面から1 Ocml ； (上のすさ 
まをあけて < ださい。 



次のよ5な所に設置すると、火災や感電の原因となることび 
友 D ます。 

• 湿気やほこりのをい所 

. 直射曰光の当たる所や、熱器具の近< など高温になる所 
. 窓ざねなど水滴の発生しやすい戸斤 



本機の上に重い物を置かない。 


テレビなどの重い物や本機から 
はみ出るような大きな物を置く 


と、バランスび < ずれて倒れた 
り、落ちたりして、けびの原因と 
なることびあります。 



長期間使用しないときは、屬原プラグを巧く。 


電源び「切」でち本機には、わずか 
な電流び流れています。安全およ 
び節電のため、電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 


電源プラグを巧く 
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安全上のごま意(つづを) 


A 注意 


お手入れをするときは、電源プラグを巧く。 

電源び r 切」でを本機には、わずかな電流び流れています。 
電源プラグびコンセントに接続されていると、感電の原因 
となることびありまず。 


電源プラグを巧く 



移動するとさは、接続コード類や 
電源プラグを巧く。 

接続したまま移動すると、コー 
ドび傷つさ、义災や感電の原因 
となることびありまず。 


電源プラグを巧く 



はじめか5音量を上げすぎない。 

突然大さな音び出て、スピーカーを破損したり、聴力障害の 
原因となることびありまず。 

電源を切る前に音量抓 U ューム)を下げておき、電源び入つ 
てから徐々に上げてください。 


〇 



3年に一度は巧部の清掃を販売店に依頼する。 

内部にほこりびたまったまま使用すると、火災の原因とな 
ることびあります。特に、湿気のをくなるな雨期の前に行な 
ラと、より効ま的です。 


〇 



電池の取り扱いに注意する。 

電池の取り扱いを誤ると、電池び破裂したり、液をれして、 
火災 • けびや周囲を巧す原因となることびあります。 

巧のことにを意してください。 

• 指定しソ外の電池を使用しない 
. 電池のプラス （+) とマイナス（一）を間違えない 
• 電ミせのプラス （+) とマイナス（一）をショートさせない 
• 電池を加熱しない 
• 分解しない 
• 乂や水の中に入れない 
• 新しい電ミせと一度使用した 
電池を湿ぜて使用しない 
• 種類の違ラ電池とミ居だて使用しない 
• 乾電ミ也は充電しない 

• 長期間使わないとさは、電池を取り出しておく 
もし、電池び液もれをしてしまったときは、電池ケースにつ 
いた液をよくなさとってください。万一、ちれた液体び身体 
についたとさは、水でよく洗い流してください。 



〔設置についてのごを意 ) 

故障などを防止するため次の場所は避けてください。 

. 不安定な所 
• 振動の激しい所 
• 湿気やほこりのをい所 

寒い所から急に暖かい部屋へ移動したとさは、約1〜2時間待ってから電源を入れてください。 


広) 
























主な特長 


■ ドルビーデジタルデコーダー搭載 

映画館や劇場に匹敵ずる臨場感を再現するドルビーデジタ 
ル己1 ch サラウンドに対応。センタースピーカー、サラウン 
ドスピーカーやサブウーノ V —を接続することにより、迫真 
の立体音場の再をび可能です。 DTS デジタ J レサラウンドに 
も対応していまず。 

■ デジタル処理によるドルビープ□□ジック II 
サラウンド 

ドル ビープ □ロジック II デコーダーを 内蔵。これによりす 
ベての 2ch 音声(通常のステレオ音声とドルビーサラウン 
ドち式で記録された音声) を 己.] ch で聞くことびでをます。 
また、従来のドル ビープ □□ジックち式に比べて、リアス 
ピーカーの高音域ち再生することびでさます。立体感•包囲 
感のあるサラウンドびお楽しみいただけます。 

■ ホールの臨場感をさ5に高める DAP モード 

世界の著名なコンヴートホールやライフノ \ウスなどの音場 
を、デジタル処理により創り出して再現。同じアーティスト 
の演奏でも、違った雰囲気で楽しむことびでさます。 

■ ら デコーダー 搭載 

MPEG-2 AAC とは、 BS デジタル放送で採用されてしぶ音 
声圧縮技術です。限られた放送帯域を使って最大已 . 1 ch ま 
でのマルチチャンネル再生び可能です。 

本徽ま、 MPEG-2 AAC デコーダーを搭載しています。 


■マイク三キシング を 

を 

店内放送'校内放送などで、目 GM (バックグラウンド し1 

S ユージック）を流しなびらアナウンスびでさます。 ！•— 

な 

■ メイク接点入力端子搭載 空 

本機の電源の「入/切」を、別売りのプ□グラムチャイム 
( PA - T 30. PA - T 1 30など)を利用して、外部接続機器で 
コント□ールすることびでをます。 

■ ビクター製品との連係プレイが可能 

ビクター製のオーディオ機器などと組んで、ワンタッチ 
でさまざまな連係プレイを可能にするコンピユ I 」ンク 
機能を搭載しています。 

■ 他社製のテレビ•ビデオデッキ • D V D プレー 
ヤー対応のマルチブランドリモコン 

付属の U モコンは、ビクター製品はもちろん国内外14社 
のテレビ、ビデオデッキ、 DVD プレーヤーをコント□一 
ルでさます。 




■ステレオを囲<とまのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになるときは、隣近所に迷惑びかからないよ 
ラな音量でお聞さください。特に、夜はルさな音でち周囲によく通るちの 
です。窓を閉めてご使用になるなどお互い I こむを配り、快い生活環境を守 
りましょラ。 

このマークは音のェチケツトのシンボルマークです。 



の 
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リモコン (RM-SRXV 己 03) 


リモコン(参照ぺージ） 

〇電源ボタン（回國〜回） 

DVD、 テレビ、ビデオ、アンプ 
©ソース機器遲択ボタン（圆） 
DVD'TV SOUND、VTR'TAPE、 
CD、MD、FM/AM 
0 アナ□グ / デジタルボタン（回） 

0操作ボタン（國〜回） 

再生 (►) 、 一時停止 (II) 、 停止 (■) 、 
巻戻し (I ◄イ、早送り （►〜） 

0 録音/録画一時停止ボタン ( 画〜四) 
© ビデオコント□-ルボタン(國画） 
〇テープコント□-ルボタン（画） 

〇 ビデオチヤンネル+/—ボタン（画） 
©数字 キー 

■ 記憶した放送局を選ぶ(图画） 
•出カレベルの調節（國图圆） 

•AV 機器操作(國〜回） 

⑩テレビ/ビデオボタン（國四） 

の テレビチヤンネル+/—ボタン 

(國画） 

® 消音ボタン（回） 

® サラウンドオン/オフボタン（國固) 
のサラウンドモードボタン（國固） 

瓜 MD コント□-ルボタン（图） 

⑩ CD ディスクボタン（國） 

め サウンドボタン（図回） 

⑩アンプ主音量+/—ボタン（回） 

瓜テレビ音量 +/— ボタン（励画） 


本体(参照ページ） 

〇電源(スタンバイ/オン）ボタンと 
スタンバイランプ（回） 

0 FM/AM チューニングアップ/ダウン 
ボタン（图） 

©FM/AM プリセットアップ/ダウン 
ボタン(國图） 

OFM モードボタン（回） 

0 チューナーメモ U- ボタン（图） 

包 表示獄回回回） 

0調整ボタン（回國國） 

〇 U モコン受光部（回） 

© 設定ボタン（國图國〜画） 

⑩主音量つまみ（回） 

め マイク端子（回） 

標準プラグ(日. 3mm) のマイクをつな 
ざます。 

® マイク5キシングつまみ（回） 

® サラウンドオン/オフボタン（國图) 
の サラウンドモードボタン（國回） 

® スピーカー オン/オフボタン（回） 

瓜-アナ□グ音声入カボタン（画） 

■入カアッテネーターボタン（回） 

め デジタル音声入カボタン（画） 

⑩ソース機器選択ボタン（回） 
DVD'VTR'TV SOUND、CD、 
MD/TAPE'FM/AM 
巧）ソース名切換ボタン（回） 

⑩コント□-ルアップ (▲)/ ダウン (▼) 

ボタン(回國回図國〜画） 


各部の名前 

本体 
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接続 


アンテナを接続ずる 


スピーカーを 接続す る 


FM アンテナの接続 



マンションのテレビ ( VHF / UHF ) 巧共聴アンテナ端テにつないでく 
ださい。すでにテレビなどび接続されているときは、市販の分配器な 
どをお使いください(ただし、電波び弱いとラまく受信でをないこと 
びあります)。 


AM アンテナの接続 

AM ループアンテナは、窓の近くなど置く位置や、向きを変えて受信 
しやすい所を探します。 



AM 放送びうまく受信できないときは 

AM 外部端テか 53 m 〜己 m のビニール線(電線)を張ります。窓際や 
屋かになるベく高く水平に張ると効果的です。 

AM ループアンテナは接続したままにしてくださし、。 

A (アース)端テにアース線を接続すると、より雑音び軽減されます。 

- \ 

- AM ループアンテナの先端にビニールびついているとさは、コード 
先端のお線をよじりなび5ビニールを抜さ取ってください。 


本機には次のよラなスピーカーを接続することができます。 

-フ□ントス ピーカー :2本 

■ U アスピーカー ;2本>••.• SP - X 1日 CK 別売り） 

•センタースピーカー本 i なこ 
. パワ-ドサブウ-八-;1本…… SP - PW 1 CXK 別売り) 

など 

スピーカーコードの接続のしかた(例：フ□ントスピーカー 
の場合） 


フ□ントスピーカー、 IJ アスピーカー、センタースピーカー 
はインピー ダンスが 6 Q 〜 160 のものを使用してください。 



1 . コードの先端にビニールびついているときは、お線をよ 
じりなびら ビニ ー J レを巧さ取る 

2 . 端テを開き、その中にスピーカーコードの芯線を差し込む 

3 . 端子を閉じて固定する 

- S 

-スピーカーコードの極性 (© 、©)を間違えて接続すると、ステ 
レオ感や音質びそこなわれます。スピーカー側の© ©端テと本 
機側の© ©端テを正しく接続して<ださし、。 

--つの スピーカー 端子に複数の スピーカーを 接続しないでくだ 

さい。 故障や事故の原因とな0ます。 


スピーカーの配置例 

お持ちのスピーカーの数に合わせて、スピーカーを配置して 
<ださい。 

• 詳しくは国]ぺージの「サラウンドを使ラためのスピーカー配置」 
を参照して < ださい。 



/ \ 

ヴフ 

ウー八一 


左フ□ント 

f テレビ^ 

ちフ□ント 

スピーカー 

センタースピーカ- 


スピーカー 


嫁嫁參 



- 4 ^ 3 ^ - 

-テレビの近くに設置するセンタースピーカーやフ□ントスピー 
カーなどは、防磁型スピーカーをお使いください。 

万一、テレビの画面に色ムラを生じるときは、スピーカーとテレ 
ビを離して設置してください。 


匹]ページに続く 











































































































































































接続(つづを) 


スピーカーを接続する（つづき） AV 機器を接続する 


フ□ントス ピーカーの 接続 

ち側のスピーカーをフ□ントスピーカーのち-円端モに、左 
側のスピーカーを左 ' L 端子に接続します。 

ちフ□ント 左フ□ント 



U ア スピーカーとセンタースピーカーの 接続 

U ア スピーカー :ち側の スピーカーを 1」ア スピーカー 

のち 'R 端子に接続します。 


次のような A V 機器を接続することびできます。 

• 接続する機器の取扱説巧書ちあわせてご覧ください。 


オーディオ機器 

ビデオ機器 

.CD プレーヤー 

-ビデオデッキ 

• MD レコータ’一 

またはカセットデッキ 

-テレビ 

(が来型または 

BS デジタルチューナー内蔵テレビ） 

- DVD プレーヤー 


アナ□グ接続 

オーディオ機器の接続 

RCA ピンプラグ付をコードを使って接続します。 

• 音青コードを接続ずるときは、赤いプラグをち 'R 端子に、白いプ 
ラグを左' L 端子に接続してください。 


左側の スピーカーを U ア スピーカー 
の左 'L 端テに接続します。 

センタースピーカー:センタースピーカー端子に接続し 
まず。 


センター 



サブウー八一の接続 

サブウー八一(アンプ内蔵型)を接続すると、より迫力のある 
重低音びお楽しみいただけまず。 

サブウー八一を接続するときは、 RCA ピンプラグ付きコード 
で、サブウーノ \一出力端子に接続しまず。 

•詳しくは、サブウーノ \一の取扱説明書をご覧ください。 


- 

-本機と接続する機器の間にグラフイックイコライザーなどの 
機器を接続すると音びひずむことびありますので、ごミ主意くだ 
さい。 


CD プレーヤー 


H I ^ 

ち ’R 左 -L 



i#®) 


(麗^^^^ 


左 

コ0ぃ. 

.iHZOl" 

ち 


CD プレーヤー 
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\ 

口 


r~K ミ n 口 

1—II—II—II—1 

1_1 

0 〇 0 0 e 

1_ 


1_1 


音声出力端子より 


VTR — 

<含を戀戀 

V > 

TVS 加 N 日 爆 


-か 


— 

巧一 A- 
り 

LiQi 




サブウー八一 
SP-PW] 00など 


迈) 

















































































































































MD レコーダー またはカセツトデッキ 


カセツトブ'ツキ 


音声入力端子へ 


S ■ /**\ 0 0 5 

L I. I し 1_| 


音声出力端テよ0 


音舌 


も て®® 

-"四广 r ^ ''W 


心" 产單®)暴' 


(鹽 藝)爆) 

ち 



TVS 。!* 喔)喔) 


/ 


n — —— 1 1 . 


左 


音青入力端子へ 


MD レっーター 


音声出力端子よ0 


ビデオ機器の接続 

RCA ピンプラグ付をコードまたは S 映像コードを使って接 
続します。 

• 映像/音青コードを接続ずるとさは、黃色のプラグを映像端テに、 
赤いプラグを音声のち ' R 端テに、白いプラグを左' L 端テに接続し 
てください。 

• 接続ずるビデオ機器に S 映像端子びあるときは、 S 映像コードを 
使って接続ずるとよりよい画質でお楽しみいただけます。 

本機には、映像入力/出力端テとして、コンポジット映像端 
子と S 映像端テの2種類の端子びあります。 

コンポジット映像端テか5入力された信号は、コンポ 
ジット映像端モか5出力され、 SB 巧像端子か6入力された 
信号は、 S 映像端子か6出力されまず。 

コンポジット映像端子と S 映像端テの両方を接続ずるお 
要はありませんび、なのことにごま意ください。 

-録画用の機器と再生用の機器び同じ種類の端子に接続 
されていないと、映像を録画することはできません。 
•テレビと再生用ビデオ機器び同じ種類の端テに接続さ 
れていないと、映像をテレビで見ることはできません。 


ビデオデッキ 


<おな]百せ> 

- MD/TAPE 端テには M □レコーダーまたはカセットデッキを接 
続することびできまず。カセットデッキを接続ずるとさは、ソース 
還択時に表示窓に表おされるソース機器名を 「MD」 から 「TAPE」 
に変更してください。 （4 のページ参照） 


才ーディオ機器にコンピュリンク -4 端テがあるときは’ • • 

ビクター製のコンピュ U ンク対応のオーディオ機器を 
コンピュ U ンク -4 端子を使って接続すると、一体型シス 
テムのような連係プレイび可能になります。 
r コンピュ1」ンク-1」モートコント□-ルシステム」につい 
ては、國ぺージをご覧ください。 


ビデオデッキ 



因音青出力端子より 
固音青入力端テへ 

回 S 映像出力端テより（よりよい画質でお楽しみになりたいとさ) 
回コンポジット映像出力端子より 
回コンポジット映像入力端テへ 

回 S 映像入力端テへ(よりよい画質でお楽しみになりたいとさ） 


回 ぺ-ジに続く 

























































































接続(つづを) 


AV 機器を接続する（つづき) 



DVD プレーャー 


DV □プレーヤー 



囚左ちのフ □ ントチャンネ J レ音吉出力端テより 
(または音靑5ックス出力端子より） 

回 S 0 央像出力端テより（よりよい画質でお楽しみになりたいとき) 
回コンポジット映像出力端テより 


デジタル接続 

ドルビーデジタル、 DTS デジタルサラウンドや MPEG-2 
AAC サラウンドをお楽しみいただくには、再生機器と本機 
をデジタル入力端モでつないでください。 

本機には、デジタル入力端子として、同軸デジタル端モ1系 
統(デジタル1 ) と光デジタル端モ1系統(デジタル 2) びあり 
ます。 


■ DVD プレーヤーをデジタル端子に接続するとさは、背 
面の映像端テ（コンポジットまたは S 映勧にを接続し 
てください。 

. 子ジタ S レ入力端テに機器を接続したをに、 LU 下の設定を 
してください。 

(1) 接続したデジタル機器名を正しく設定してくだ 
さい。詳しくは國ページの r デジタル入力端テに 
接続した機器名を設定ずる J を参照してください。 

(2) 入力としてデジタル入力を遲択してください。 
詳しくは國ページの r デジタル音声を還ぶ」を参 
照してください。 


BS デジタルチューナー内蔵テレビ 












L 1 1 y 


DV □プレーヤー 



CD プレーヤー 


/ \ 


ご 

1 

口。口!~1 



9 0 0 0 0 

0 e 0 0 0 0 


MD レコーダー 



〇 


接続ずる機器に同卽デジタル出力端子があ 
るとさは 

同軸コード ( CN - D 1 1日 E など:別売り）を 
使って、デジタル1 ( DVD ) 端子に接続して 
<ださい。 


接続ずる機器に光デジタル出力端子びある 
とさは 

光デジタルケーブル ( XN -1 1日 E など:別売 
り)を使ってデジタル 20 X 1) 端テに接続して 
<ださい。 



光デジタルケーブル 
を接続する前に、保護 
キャップを外してく 
ださい。 


デジタル人力」 


くお知6せ> 

-お買い上げ時には、デジタル入力端子は、それぞれ政下の機器を 
接続するよラに設定されています。 

デジタル UDVD) 端テ個軸）： DVD プレーヤー 
デジタル 2(CD) 端テ(光） ： CD プレーヤー 

- CD プレーヤーまたは MD レコーダーをコンピュ U ンク • リモート 
コント□-ルシステムを使って操作ずるときは、匹]、のページ 
の「アナ□グ接続」わ同時に巧って < ださい。 

-本機に LD プレーヤーや DAT デッキを接続することちできます。 

■ 本機は、日 S デジタル放送の MPEG-2 AAC(Aclvanced Audio 
Coding) 方式に対応していまず。(一區)ページ参照） 







































































































































外部接続で本機の電源を r 入/切」する（メイク接点) 


本繳ま、外部から電源を r 入/棚する r メイク接点」に対応し 
ています。 


• 本機後面の入力端モ 

( -入力 


スタンバイ アース 霞原 オン アース 




な 



立 



A 


-電源オン ：が部から本機の電源を「入」にずるとさに 

つなざます。 

. アース 

(電源オン側）：本端テと電源オン端子とを同時に接続しな 
いと、電源を r;u にずることはでさません。 

-電源スタンバイ：外部から本機の電源を r 切(待機状態)」に 
するとをにつなざまず。 

. アース 

犀源スタン K イ側)：本端テと電源スタン J くイ端モとを同時に 
接続しないと、電源を r 切衔機状態)」に 
することはでをません。 


• 外部タイマーで電源を時間管理ずるとをの接続 

1 . 時間設定用に別売りのプ□グラムチャイム (PA-T30、 
PA-T1 30など)を用意しまず。 

2. プ□グラムチャイムは、 r バルス出カモード」でプ□グ 
ラムしまず。（詳しくは、お持ちのプ□グラムチャイム 
の取扱説明書をご覧 < ださい） 

3. プ□グラムチャイムの出力接点端子を本機を面のメイ 
ク接点入力端テにつなざます。 

-入力- 


スタンバイ アース 電源 オン アース 


〇 


O 

I 


I I 

B I 




n 

7 

A7 

7 

j 







プ□グラムチャイム 
( PA - T 30、 PA - T 130 など) 


参入力端テ回路と使用例 

(1) 入力端テには、無電圧接点(I」レーや手動スイッチなど)、また 
はオープンコレクター接点を使用してください。 

(2) 各入カパルス信号は、1.己秒 L ソ上の LOW レベルの信号(端テ 
間電圧は1.日 VLU 下、端子間抵抑ま1 00Q しソ下)を入力して 
<ださい。 

(3) 外部での刀レアツプあ抑ま、接続しないでください。 


マイコンの入力端子回路 


I KU 

P_OFF 一 ■W - i -0電源スタンバイ 


I I 

P_ON (g) ~ VA - i -0 電源オン 


• 入力端子に接続ずる接点の使用例 

手動スイッチ U レー 



オープン]レクター 




























































































接続(つづさ) 


電源コードを接続する 


接続がすべて終わってから、電源プラグを屋内用コンセント 
につないで < ださい。 

電源コードを接続ずると、本機は自動的に電源が r 入」になり 
まず。 

屋巧巧コンセント 
AC100V 已 0HZ/60HZ 



くお知6せ> 

記憶させた放送局や操作の設定、ヴウンド効果などの設定は、次のよ 
うな場をに消まされることびあります。このようなときは、もう一度 
設定し直してください。 

-電源コードをコンセントか5抜いたままにしたと走（レジューム 
機能による内容保持は数曰間です） 

-長時間の停電び起こったとさ 


- 

-電源コードはテレビやビデオデッキ、アンテナ線などか5離し 
てください。雑音び発生した0、映儘び乱れたりすることびあ0 
ます。 

-電源プラグをコンセントから抜くとさは、電源]-ドではなく、 
必ずプラグを持って抜いてください。 

-属れた手で電源プラグに触5ないでください。 


リモコンに乾電池を入れる 


付属の単3形乾電ミ也をリモコンに入れまず。 



U モコンを使って操作ずるとをは、 U モコンを本化の U モコ 
ン受光部に向けてください。 


操作範囲び狭くなってをたり、本体に近づけないと操作でを 
なくなってきたとさは、乾電池を交換してください。 

交換の際は、2本とも同じ種類の新しい乾電ミ也と交換してく 
ださい。 

- ■ 

-長い間使用しないとさは、乾電池を取り出しておいてくださし)。 

-乾電池のプラス (©) とマイナス（白)の向さは、表示通0正しく 
入れてください。 


迈) 


















基本の操作 


本体 


リモコン 


電源(スタンノ f イ/オン)ボタンを巧す 

スタン J (イランプび消え、現在選 ^ スタン,り 
ばれてし、るソース機器名び表示 
窓 I し表术されます0 


電源 


スタンパイ/才: 



現在還ずれてし席ソース機器名(例: DVD のとき） 



SPK 


1 


一 


]] 

-|V -i-r 

V JJ 


ilkJ 

音量レベル 1 rl 


電源を切るには 

電源(スタンノレ17オン)ボタンを巧ず 

スタ y バおンプび赤くな口し、「切備機状 
態)」になります。 


、い'' 


電源 



。アンプ電源ボタンを押ず 


7 Syj (传ンプ体体前面)びミ觀、現 
在選ばれてし、るソース機器名び本体 
の表术窓 f L 表术されます 。 


アンプ 



アンプ 



電源を切るには 
アンプ電源ボタンを巧ず 

スタンバイランプ(本体前面)び赤な副: T し、「切 
衔機状態)」になります。 


<お知5せ> 

- r 切倘機状態)」のときでもわずかな電力た W ) び消費されていま 
す。長期間使用しないとさは、電源プラグをコンセン协ち巧いてぐだ 
或、 


電源を入れる 


rfij 

百 

百 

倍 


〇€|~ 0 を|因窗|口 

靈 I 


L :0‘：0 愚 _ 

③"曾風 =1 

す^黛®- 

す璧0 




スタンバイ/オン 



























































































基本の操作(つづき) 


再生するソース(音源)を選ぶ 


まル窓 



1 


本体 リモコン 




DVD TVSOND の A TAPE 

o o o o 

CD で □ グ,’デ y サル、 MD 

cfbJc=D o 

■ £ I FWAM 

m 抓公 I CD 

•RL -B*lt 巧 0 

遷]を度！ 

巧田 I* *1 巧のド 

CD 田画 

工 /hOH レエ /kWl •工 /hCUb 巧公 K 

CD CD CD 回 

ビデ :1^1• ン *!• Krona のディスコ 

c^iire 〇 CD 

■け。一" -+ -の？_ + 
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-|"-S + - IJ7 .石 + 

⑤@ Q @ 
貫 ) を ) の巧 ) 
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政 Victor 



1 


1ソース機器選択ボタンのいずれか 
を押して再生ずるソース宿源)を 

、且己 *>'' 

麽。、 


で 


表。窓 


現在選ばれてし局ソース機器名び表示されます。 


SPK 

ANALOG 山 四 


圓 ! か！！み！ I 


VOLUME 

.W. .W. .W. 1 .S ぃ .、?. 

I. 巧 .1 的 . 。两て ||r み .1 两て i 


DVD 

VTR 

TV SOUND 
CD 

MD/TAPE 

FM/AM 


: DX/D プレーヤーを選ぶとさ 
: VTR 端テに接続されたビデオ機器を選ぶと 
を 

:テレビを選ぶとを 
: CD プレーヤー■を選ぶとを 
: MD レコーダーやカセットデッキを選ぶとき 
: FM 放送または AM 放送を選ぶとさ 




fi ソース機器選択ボタンのいずれか 
を押して再生ずるソース(音源)を 

、且己 *>'' 

麼ふ 

DVD 一 TV SOUND TAPE 

oooo 



遅ばれたソース機器名び本体の表示窓に表示されます。 


DVD 

DVD プレーヤーを選ぶとさ 

TV SOUND 

テレビを選ぶとを 

VTR 

VTR 端テに接続されたビデオ機器を選ぶ 
とき 

TAPE # 

カセットデッキを選ぶとさ 

CD * 

仁□プレーヤーを選ぶとき 

MD * 

MD レ]— ダーを 選ぶとき 

FM/AM * 

FM 放送または AM 放送を選ぶとさ 


* これ日のボタンを押ずと、本機の電源も自動脚こ r 入」になりまず(イチ押し 
ボタン)。 

<おな!己せ> 

M D/TAP E 端テに接続してし巧ソース機器名を正しく 「M □」または 
「TAPE」 に設定してくださし、（■►回ぺージ参照)。 

ソース機器の表示名を変更しなくてち、ソース機器を使ラことはでさま 
ずび、(下のようなことび起こりまずのでごを意<ださい。 

• ソース機器を還んだときに、使ってし质機器とは異なる機器名び 
表窓し表のされる 

例：カセットデッキを使ってしぶときに 「MD」 と表おされる 

• 「MD」 の表示に設定していないと、デジタル音青を還べない 
(-» 曲 J ページ参照） 

• 「MD」 や (TAPE」 の表示を正しく設定していないと、「コンピュ U 
ンク' 1」モートコント □ —ルシステム」（-►匯]ページ参照)を正し 
ぐ皮ラことびでさない 































































































ソース(音源)機器の表示名を変更する 


音量を調節する 


本纖ま、それぞれの端テに接続したソース機器を還んだと志そ 
の機器名を表示窓に表おします。 

M D/TAPE 端モIこ接続したソース(音源)機器を逞ぶと 「M □」び 
表示されます(お買い上げ時の設定)。表示名を 「TAPE」 に変更 
ずるときは、 L ソ下の手順で行し、ます。 



1 *2 


本体のみ 


「M DJ か5 「TAPE J に変更ずるとき： 

1 MD / TAPE (ソース名切換)ボタン 
を巧ず 


2ソース名切換 ( MD / TAP ロボタン 
を}甲し続け、 「 ASSIGN * TAPE 」 
を表示窓に表巧させる 



* ASSIGN とは." 

Assi 呂 nment の略で r 割当」という意はです。 


機器名を 「 MD 」 に戻ずロホ 

「TAPE」 に機器名を変更したと舌と同じ操作をします。 

1 . MD / TAPE (ソース名切換)ボタンを巧ず 
吕.ソース名切換 ( MD / TAPE ) ボタンを巧し続け 、 FASSIGN 
MD 」 を表示窓に表示させる 

<おが百せ> 

ソース機器の表示名を変更しなくてらソース機器を使でとはできます 
び、 ■U ■(下のようなことび起こりますのでごミ主意 <r ごさい。 

-使ってしぶ機器とは異なる機器名び表示窓に表おされる 
例：カセットデッキを使っているときに rivi □」と表おされる 

• 「MD」 の表示に設定していないと、デジタル音声を選べない 
〇國ぺージ参照） 

• 「MD」 や (TAPE」 の表示を正しく設定していないと、「コンピュ IJ 
ンク'I」モートコンにールシステム」（-> 屋]ページ参照）を正しく 
使うことびでさない 


本体 


主音量つまみを回す 

ちに回ずと音び大きくなり、左に回ずむ JC ■くな 
ります。 


リモコン 


アンプ主音量 +/- ボタンを f 甲ず 

アンプま音量+ボタンを巧ずと、音び大きくなりまず。 

アンプま音量ーボタンを巧ずと、音びルさくなりまず。 

<おが百せ> 

. 音量は0撮か)か *550 撮大)の範囲で調節で就す。 

- 

巧のよ式!;操作をずる前には、ぶ、ず音量(が」ユーム)を最ルIこしてな i' 
さい。音量を上げたまま操作ずると、突然大きな音び出て聴力障害な 
どの原因となったり、スピーカーを破損したりずることびありまず。 

-再生ずる機器や放送局を還ぶとさ 
• 本機や接続した機器の電源を r 入/畑するとき 
• スピーカーオン/オフを切り換えるとさ 
• マイクをマイク端テに接続すると志および外すとさ 



ま音量 



^マイクを使つてアナウンスする 


別売りのマイクをつないで、目 GM* りくックグラウンドジック) 
を流しながらアナウンスすることがでさます。また、マイクの音だ 
けにすることもできます。 

店内放送、校内放送などにご活巧いただけまず。 

*BGM としてご利用できるのは、アナ□グ音芦入力に接続された機器のみでず。 


本体のみ 


1マイク側売り)をマイク端子に接続する 

マィク®) > «'=»«*'' —囉 

• マイクを着脱すると过ホ、音量を最ルにしておきます。 


2 希望のソース(音源)を再生ずる 


-主音量つまみを回して、 
-► 音楽を適度な音量に調節 
する。 


3マイ^キシングつまみで音楽とマイク 
の音の音量ノ くランスを調節する 




回ぺ-ジに続く 

















































































基本の操作(つづき) 


マイクの音だけにするには 

1 . 主音量つまみを最 d リこしたあと、7イクを接続し、スレだ^シ 
ングつまみをち ( r マイク」側)に回ず 

2. ま音量つまみを回してマイクの音量を調節ずる 

. マイクを使用しなし、とき(ホ、マイクミキシングつまみは「ソース」11に 
しておいてなごさい。 


フ□ントスピーカーのノ くランスを調節する 


左ちのフ□ントスピーカーの音のノ (ランスがずれてし语^^：さ1ま、左 
ちの音声出力のノ (ランスを調節します。 

-操作び途中で解除されてしまったとき!ま、巧一度手順1からやり直し 
てなだい。 . 



2 


本体のみ 


fl 調整ボタンをくり返し押して 

「BALANCEJ を表る 

-現なの設定値ちあわせて表示され 


ます。 調壁 




ク コン 忙 1— ルアップ (▲)/ ダウン 
(▼) ボタンを押してノ (ランスを調 
節ずえ 

• コンにールアップ(▲肺'タンを巧 
すと、左フ□ントスピーカーの音び 

コントロール 
ダウン アップ 


ルさくなりまず。 

▼ ▲ 


• コン h □—ルダウン (▼) ボタンを押す 

1 II 1 


と、ちフ□ントスピーカーの音びノ」巧 
くなりな。 


• 調節範囲：コンにールアップ (▲) 



CNTR 〜 L -21 



コン忙]—ルダウン (▼) 



R - 21 〜 CNTR 



•「 CNTR 」 は巳 ENTER の略です。 

V 


J 


フ□ントスピーカーの低音/高音を調節する 


音の高低(ほ音と高音)をお好みに合わせて調節でさます。 
([■— ンコン HU - ル） 

-操作び途中で解除されてしまったとき!ホ、わ5-度手順1か5やり直し 
てぐださい。 . 



2 


本体のみ 


1 調整ボタンをくり返し巧して 
「 BASS 」 または 「 TREBLE 」 を表 
おさせる 

-現在の設定値ちあわせて表示され 
ます。 


調整 



または 


BASS : ほ;音の調即をすなとさ 

TREBLE : 高音の調節をするとき 


2 





コン忙 I ールアップ (▲)/ ダウン (▼) 
ボタンを押して低試たは高音の調 
節をずる 


-コンにールアップ (▲) ボタンを押 
すと、2服ずつ低音または高音び 
増強されます。 

-コンにールダウン (▼) ボタンを押 
すと、 2 cl 日ずつ低音または高音び 
減衰します。 

• 調節範囲:日±1 OdB 


コントロール 
ダウン アップ 



ノ 


くお知5せ> 

-バランス調節とトーンコン Ku —ル機能は、フ□ントスピーカーの 
音に限0働さます。 


延) 














































































































































映像と音芦を別々に再生する 


入力信号のレベルを調節する 


映像と音声のソース機器を別々に還ぶことびでさます。 

ビデオや DVD などの映像を見ているときに、ソース機器 
選択ボタンで聞きたしけーデイオ機器を選ぶ 


本体 

CD MD/TAPE FM/AM 





リモコン 



TAPE 

〇 

CD MD 

〇 〇 


吩〇 


音を一時的に消す(消音機能) 


電話がかかってさたとさなど、一時的に音を消すことがでさ 
ます。 


本体 


スピーカー オン/オフ 

スピーカー オン/オフボタンを巧す 

「 SPEAKER 日 FF 」 と表示され、 SPK 表示び消 
えてスピー■カーから音青び聞こえなくな D ます。 

この設赶ま電源を切っても保持されます。 


リモコン 
消音ボタンを巧ず 

「 MUTING 」 と表示され、スピーカーわち音声び 
聞ななくなります。 

この設迅ホ電源を切ると解除されます。 




消音機能を解除して音を出ずには 

ちラー度、スピーカーオン/オフボタンまたは消音ボタンを巧し 
ます。 


再生機器の入力信号が大をずざると、 DSP を使って音声を再生 
してしるときに音がひずむことびありまず。このようなとき!ま入力 
信号のレべ j レを下げることがでさます。 


本体のみ 


入カアツテネづーヴナ□グ音声入 
力)ボタンを3秒 LU 上押して表示窓に 
INPUT ATT 表示を点口させる 


アナ□グ音青入力 



-ボタンを3秒!^^上押すごとに、設定び政下のよ 
うに切り換わります。 


INPUT ATT ON :音がひずむときに選びまず 。 「INPUT 

J ATT 日 N 」 が選ばれているとさ!ま、 

INPUT ATT 表示が表示窓に点灯し 
ます。 


INPUT NORMAL :通常はこの設定にしておきます。 


くお知5せ> 

-デジタル信号入力時口ま、この機能は働きません。 


操作の設定を記憶させる(レジューム機能) 


ソース(音源）ごとに最適な操作の設定を記慮させておくことび 
でさます。 

この機能により、ソース(音源)をを要するごとに操作の設定を変 
える必要びありません。記憶されてし係設定び自動的に呼び出さ 
れまず。 

-ソース(音源)ごとに、次の内容を記憶させておくことびでき 
ます。 



参照ページ 

左ちのフ□ントスピーカーのノ (ランス 

回 

入力信号のレベル 

回 

サブウー八一の出カレベル 

图 

□ SP の設定 


-サラウンド 

励〜阿 

■DAP 

励〜阿 

左ちのフ□ントスピーカーのほ;音/高音 

画 


録音•録画について 


. 本機の MD / TAPE 端子に接続してし)る M □レコーブづたは 
カセットデッキを使って録音びできます。また、 VTR 端子 I こ接続 
しているビデオデッキを使って録音' 録画びできます。 

• 録音 • 録画中に音量を変スてち、録音レベルには影響しま 
せん。 


くお知5せ> 

- FM 放送または AM 放送を選んでしぶとき(ま、それぞれのノじ/ドに巧し 
て別々に記憶させることびで就す。 

-操作の設逊まソース借源)を切り換えたときなどに記憶されます。 

-記憶された内容は、電源コー^抜いてち数日間保持されます。 


<お知5せ> 

- I — ンコント□-ル（巨 ASS / TREBLE )、 DAP 、 およびサラウンド 
効果を録音することはでさません。 



















































デジタルの設定をずる 


デジタル入力端子に接続した機器名を設定する 


デジタル入力端子(デジタル1、 2) に、それぞれどのよラな機器 
を接続しているのかを設定します。 

-操作び途中で解除されてしまったとき I ホ、ち5-度手順 1 からやり直し 
てく r だし)。 



2 


本体のみ 


デジタル音声を選ぶ 


回ぺージのように デジタ) レ機器に D プレーヤー、 MD レ〕一 
ダー、 DVD プレーヤー、 BS デジタルチューナー内蔵テレロを、 
子ジタ、 レ入力端子に接続しているとさ!ま、 巧夕 、レ音声び還べま 
す。お買い上げ時口ま、アナ□グ音声び聞こえるよラに設定され 
ています。 



3 2 


本体 


1 設定ボタンを <り返し巧して 
「DIGITAL IN 」 を表示させる 


設を 



しばら<すると、現在の設 
定び表示されます 



デジタル2端テ 
の機器名 


デジタル1端子の機器名 



2コン忙 I - ルアップ (▲)/ ダウン 
(▼) ボタンを巧して機器名を選ぶ 


•] ンにールアップ (▲) ボタンを巧 
すごとに、機器名の組み合わせび 
攻下のよラに表示されます。コント 
□ールダウン (▼) ボタンを押すと逆 
の順番で表示されます。 



1DVD2CD - ►1DVD2TV -► 1 DVD 2MD-^ 
ICD 2DVD-^ ICD 2TV - ►1 CD 2MD-► 
ITV 2DVD-^ ITV 2CD -►ITV 2MD-^ 
IMD 2DVD-^ IMD 2CD -►1 MD 2TV -► 


(はじめに戻る） 

v . ソ 


くお知 6 せ > 

-お買い上げ時には、デジタル入力端テは、それぞれ似下の機器を接 
続するように設起れてし、ます。 

デジタル1 ( DVD ) 端テ個軸）： DVD プレーヤー 
デジタル2 ( CD ) 端子(光） ： CD プレーヤー 


巧鷄摇した機器1 


2アナ□グ音芦からデジタル音芦に変 
要したいソース機器選択ボタン 
( DVD、TV SOUND 、 CD 、 MD / 
TAPE のいずれか)を押ず 


DVD TV SOUND 



3 严巧してデ 


• 表示窓に 「DIGITAL AUTO 」 と表示 
され 、 DIGITAL AUTO 表示び点なし 
ます。 

デジタレ信号を本機び自動的に判別 
します。 


デジタル音舌入力 



アナ□グ音声に戻すには 

上の手順 3 で、アナ□グ音声入力 
(入カアツテネーター)ボタンを押し 
まず。 


アナ□グ音再入力 



• 表示窓の AN ALOG 表示び点灯します 。 AN ALOG 表示は 
アナ□グ音声ち式を選択時には常時点なしています。 

-接続したデジタル機器名を正しく設定して<7■ごさい。 

詳し。ま、同ページの「デジタル入力端テに接続した機器 
名を設定ずる」を参照してがさい。 


理) 















































































































































2 

3 




2 アナ□グ音声か! 5 デ、ンタル音芦に変 
要したいソース機器選択ボタン 
(DVD、TV SOUND 、 CD 、 MD の 
いずれか)を巧ず 



〇 

3アナ□グ/デジタルをくり返し巧し 
て音声方式を選ぶ 

-現在選択しているモ~ドび表示され、ボタ 
ンを巧すごとに次のよラに音青ち式び変 
わります。 

DIGITAL AUTO ^-^ ANALOG 

-デジタル音青をお聞きになる口ま 、 「DIGITAL AUT 日」を 
選びます。表示窓の D に JAL AUT 日表示び点灯します。 
デジタル信号を本機び自動的に判別します。 

-アナ□グ音青に戻ず口ま、 「 ANALOG 」 を選びます。表示 
窓の ANAL 日 G 表示が点灯します。 

ANAL 日 G 表示はアナ□グ音声方式を選択時には常時点 
好しています。 

\_ y 


アナ□グ/デジタル 



广 スピーカー表示/音声チャンネル- 

再生しているスピーカーと音声信号のチャンネ j レを表示 
します。 


[pICllRl 

IS.WHt|LR 

回》回 — — — — — — — — — — — — — 

巧*かの田*かみみ田*田*田*か面* 


f SPK 表示—— 

SP 

K 

L C R 

l | 


| r | 

LFE 

S.WFR 


LS S RS 

□ 


□ 


へ力 fe 巧轰巧 乂 ti — 力一 if 。 ノ 

SPK 表示 

. 本体でスピーカ ー r 入」に設定のとき点灯し、スピーカー 
「拙に設定のとき消灯します。 


デジタル信号を受信中は… 

判別した受信中の信号を表示窓のデジタル信号表示でお巧ら 
せします。 


LINEAR PCM : 
皿 DIGITAL : 



CD や DVD など'に使われてしの」ニア P 巳 M 信 
号にチヤンネ J レ)を受信したとき!こ点打します。 
DV □などに使われてし)るドルビーデジタル信 
号を受信したとさに点口します。 

DVD などに使われてし巧 DTS 信号を受信し 
たとさに点巧します。 


MPEG-2 AAC : BS デジタル放送などに使われてし、る 


MPEG -2 AAC 信号を受信したときに点口します。 


「DIGITAL AUTO 」 が正常に働かないときは 

最初の数秒間の音び出ない、サーチまたはスキップしてし係とさ 
にスピーカーから雑音び聞こえてくるよラなとさ!ま、デジタレ音声 
固定モードを還んで <7■ごさし)。 


本体のみ 


左記の手順 3 で、表示窓にのに ITAL AUTO 」 び表示されて 
いるときに、コンにールアツス乂)またはダウン(▼肺タンを巧し 
てデジタル音青固定モード音声ち式を選ぶ 

• 巧すごとに、なのよラにデジタル信号ち式び変わります。 



(—► DIGITAL AUTO 

t 

DOLBY DIGITAL 

X 

DTSSURROUND 

t 

MPEG -2 AAC 


入力されてし係デジタル信号にあわせて、正しし個定モー巧 
選んで < r ごさい。選ばれたデジタ j レ信号表示が点灯しまず。 

-現在選択中のデジタル固定モー化、実鬧こ入力されてし局デジタ 
) レ信号び異なるとさ!ま、選択中のデジタ J レ信号表示び点滅します。 


巧リ: D 下5 SURROUND 固定0寺に入化れた f 言号む X • • • 

-致す赴： dts び点灯し巧。 

異なると: dts び点滅します。 


スピーカー 表示 

• サブウー八一の設定を 「 YES 」 にしているときは（國ぺ 一 
ジ)、 「 S . WFR 」 表示が点灯します。 

• サブウー八一政外のスピーカーは、出力するスピーカー 
表示のみが点灯します。 


入力信号表示 


入力されてし)る音声イ己号を表术します。 

L 

左フ□ントチヤンネル 

R 

ちフ□ントチヤンネル 

C 

センターチヤンネル 

LS 

左サラウンドチヤンネル 

RS 

ちヴラウンドチヤンネル 

吕 

モノラ J レサラウンドチヤンネル 

LFE 

LFE チヤンネル 




































































サブウーノ の設定をする 


サブウー A — の有無を設定する 


サブウー八一をご使用になるとき r SU 目 W 日日 FER 」 を 
「 YES 」）、 ご使用にならないとき （rsu 目 W 日日 FER 」 を 
「 N 日」）にそれぞれ設定します。 

• 操作び途中で解除されてしまったとき!ま、巧一度手順 1 からやり直し 
て < r おい。 

1 



2 


本体のみ 


サブウー A — の出カレベルを調節する 


サブウー八一の出カレベルは、サブウー八一を使って 
(「 SU 目 WOOFER 」 が 「 YES 」 に設定して）し^るとさに限0、 
調節できます。 

-操作が違中で解除されてしまったとさ(ま、ち’^度手順 1 か！5やり直し 
てがさい。 


1 



2 


本体 


1 設定ボタンをくり返し巧して 
「 SUBWOOFER 」 を表示させる 

• 現在の設定値をあわせて表示され 設を 




2 


コン忙 I - ルアップ (▲)/ ダウン (▼) 
ボタンを押して 「 YES 」 または 
「 NO 」 を 選ぶ 


-押すご过こ、 「 YES 」 と 「 N 日」び交 

团し表71^されます。 ]ント□—ル 

ダウン アップ 


YES : サブウ-八一を使たき 
N 0 :ヴブウー八一を使わないとを 

•お買い上げ時の設定: 「 NO 」 



fl 調整ボタンをくり返し巧して 
rSUBWFR」 を表示させる 


-現在の設定値ちあわせて表示され 



2 


コン怕 一 J レアップ (▲) /ダウン (▼) 
ボタンを巧してヴブウーノ V —の出 
カレべルを調節ずる 


• コン忙 I - ルアップ (▲) ボタンを巧 
すと、1 dB ずつ重低音び増強され 
ます。 

• コンにールタ'ウン(▼がタンを巧す 
と、1 dB ずつ重低音び減衰します。 
•調節範囲: 0 clB ±10 祀 



リモコン 


1. サウンドボタンを巧ず 

数字キーを使ってサブウーノ V —の出カレベル 
び調節できるよいになります。 



2-サブウー J\ — +/— ボタンを J 甲してヴブウー A 一の出カレ 
ベルを調節ずる(調節節囲: 0 dB±l OdB ) 





































































































































ラジオを聞く 


本機は FM / AM チ:!ーナーを内蔵しています。 


FM 放送や AM 放送を受信ずる 


-操作び途中で解除されてしまったとさは、をラー度手順2からやり直して < r ごさい。 


2 



1 


本体のみ 


flFM / AM ボタンを押して受信バンド 
( FM または AM ) を選ぶ 

-押すごとに、 FM 放送または AM 放送 
になります。最後に選ばれていた放送 
局を受信します。 

• U モコンの FM / AM ボタンを押しても 
受信バンドび選べます。 


例: FM 放送のとき(お買い上げ時の状態) 


ANALOG SPK TlJt<ED STEREO AUTO MirTt<IG 

山 回 VOLUME 




を FM / AM チューニンクアップ/タウン 
夕/を巧して放送局(周波数)を 
選ぶ 

マニュアル選局 

. FM/AM チュー ニング アップ ボ欠ぶ押 FM/AM チュ - ニンク . 
すと、周波数び上びり、 FM / AM チューニァップ 
ングダウンボタンを押すと、周波数び下 
びります。 

ダウン 

押すご过こ次のように変わります。 



FM 放送 

日.日已 MHZ ずつ:7目.日日〜]日8.日日 MHZ 

AM 阪を 

目 kHZ ずつ 

:已31〜1,629 kHZ 


才 一 hsmj 

• FM / AM チューニングアップボタンまたは FM / AM チュー 
ニングタ‘ウンボ5シを1秒！;^上巧し続け、周波数び変わりだ 
した！5指を離します。自動的に放送局を探し、受信すると止 
まります。 

-放送を受信すな: TUNE □表示び表示窓に点灯しな。 


例: FM 放送のとさ 



V 


ノ 













































































ラジオを聞く (つづき) 


放送局を記憶させる 


—度放送局を記憶させておな、次わ巧ま簡単に放送局を選ぶこ 
とびできます 。 FM 放送を 30 局、 AM 放送を 1 已局まで記憶させ 
ることがでさまず。 

-操作び途中で解除されてしまったとき!ま、もう一度手順 2 からやり直し 



3ん4 


本体のみ 


記憶させたい放送局を選ぶい國 
ぺージ参照） 

FM の放送局を記憶させるとき!ま、 FM 放送の受信モー巧同 
時に記憶させることびで哉す(ちの説明参照)。 


2 チューナーメモボタンを巧ず 


表示窓の CH び点巧し、「_」（プリ 

セツ巧!号の表示位置)び約己秒間点滅 
します。 


チューナーメモリー 



3 FM / AM プ化ットアップ/ダ CC / ボ 
巧してプリセツ巧号を選ぶ 


• FM 放送:プリセッり〜30 

• AM 放送:プリセット1〜1巳 

く お知5せ> 

-ス化ッ话号の選択は J 」 モコ y の数字卜 
でちでさまず。数字キーを使ラとをは、必ず 
FM / AM ボタンを先に押してから数字キー 
を押して < r ごさい。 


FM / AM プ U セツト 
アップ 



曰秒！;^内に 




プ I 」セツ I 涌号の点滅び止ま D 、 選んだ放 
送局びその番号に記憶されます。 

例:プリセツ h ' S 号]のとき 


チユ ーナー メモ U — 



S 權? せる と郎、手 


記憶させた放送局を変更•訂正ずるには 

同じプ」セツ巧号 I こ新しし佩送局を記憶させると、もとの放送局 
の記憶は消'えます。 


FM 放送の受信モード巧選ぶ 


FM ステレオ放送が雑音で聞きにくいときは、受信モードを変更 
することがでさます。 

- FM 受信モードは放送局ごとに記憶させることわできます。 

- FM 放送の受信中に受信モードび変更できまず。 

-操作び途中で解除されてしまったと哥ま、も5—度手順2からやり直し 


てがさい。 


2 



1 


本体のみ 


"1 FM / AM ボタンを巧して FM を選ぶ’ 


2 FM モードボタンを巧して 「 AUTO 」 
または 「 MONO 」 を表示させる 

-押すごとに、 FM 受信モードび 「AUT 日」また 
は 「M 日 N 日」に切り換わり、 

表术窓 f L 表术されます。 


FM モード 



モード 

こんなとさ 

AUTO 

FM ステレオ放送のとさ!まステレオで、モノラ 

J レ放送のときはモノ司レで聞こえてきます。こ 
のモードにずると、「ヴー」という量局中の雑音 
を消すことびできます。通常は 「 AUT 日」でお 
使いがさい。 

「 AUTO 」 選択中は 、 AUTO MUTING 表示 
び表示窓に点灯します。 

MONO 

FM ステレオ放送び雑音で聞きにくいときに 
選びます。音声はモノラ J レになります。 

AUTO MUTING 表示び表示窓か5消え 
ます。 

^ J 

















































































































記憶してある放送局を選ぶ(プリセツ IS 量局) 


-操作び途中で解除されてしまったとさは、ちラー度手順 2 からやり直してぐださい。 


2 



W DVD f レビ ■ビ; !r 7ンフI 

|〇 〇 CD 0. 

DVD TVSCOC VTR TAPE 

口 CD CD 口 

CO 7 す□プ / デ y タル MO 

口 （ ZZ ) 口 

m 抓を 

«i し - e*it MS 

ミ)囚度] 

巧な声ちが 
口 巧…を 

ai/hOHL-^hOHl/ 

CDCDCD(E 

_ 巧 3 チ*乂 Wb m ディ又？ 

日1四口 〇 


CB - 



2 


本体 


1 FM / AM ボタンを巧ず 

-最後に還ばれていた放送局を受信 
します。 

-押すごとに、受信ノじ/ドび FM 放送、 
または A M 放迸こ切り換わります。 


ク FM / AM プ光'； / h アップ/ダ於を 
巧してプリセッ巧号を選ぶ 

• FM / AM プ U セットアップボタンを押 
すと、プ I 」セッ诏号び大舌な扬ほう 
に選べます。 

. FM / AM プ U セットダウンボタンを押 
すと、プ U セッ诏号びルさくなるほう 
に選べます。 

\_/ 




リモコン 


"1 FM / AM ボタンを押す 

-最後に逞ばれていた放送局を受信 
しまず。 

• 巧すごとに、受信>1 (ンドび FM 放送、 
または AM 放さに切り換わ D ます。 


2数字キーを巧してプリセツ N 1号を 
選ぶ 

(例） 

•プI」セツ巧号已を逞ぶには： 

感を巧す。 

•プI」セツ诏号1己を還ぶには： 

と巧す。 

-プI」セツ诏号2日を選ぶには： 

と巧す。 

-プI」セツ诏号3日を選ぶには： 

と押す。 

くお知6せ> 

-数字キ―を使用するとき(ま、必ず U モコンの FM/AM ボタンを先 

に押してか5数字キーを押して <r ごさい。 

\_ノ 




基 

本 

操 
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堅) 








































































サラウンドを使 5 


サラウンドとは 


映画館には、計算された効果音で臨場感を再現するために、壁 
に多<のスピーカーを配置してし巧ず。あらゆる方向から音声び 
聞こえてくるよラに設計されています。 （図 A ) 

客席を包みこむよラに多くのスピーカーを配置することに 
よって、音の定位感を飛躍的に高めることびでさます。 

本機は、已つのスピーカーとサブウーノ V —を使ラことで、映画館そ 
のままの臨場感をご家庭で再現ずることを可能にしました。 個 

B ) 



本機では、内蔵の DSP (デジタル.シグナル • プ□セツサー)によ 
り次のサラウンドをお楽しみいただけます。 

• マルチチヤンネルサラウンド（ドルビーデジタル、 

DTS デジタルサラウンド、 MPEG -2 AAC サラウンド） 

• ドルビープ□□ジツク II (プ□□ジツク II ムービー、プ□□ジツ 
ク II 己 L — ジツク） 

• DAP (LIVE CLUB'DANCE CLUB 、 HALL 、 
PAVILION ) 

• 才ールチヤンネルステレオ （ALL CH STEREO ) 


透) 


■ ド J レビー デジタル w 

DVD に使われてしぶマルチチヤンネル対応の音声圧縮ち式の 
ひとつでず(このよブぶソフ H こは曲轉呂マー^び記載されます)。 
ドルビーデジタル 5. 1 ch の場合、フ□ン陆も、センター、リア左 
も、サブウ ー; 卜の已 . 1 ch (サフウーノ V - は 0. 1 ch と数えます） 
のさチヤンみレを完全に独立した音声として再生するので、チヤ 
ンネル間の干渉ちみなく、より優れた音質でより立体的なサラウ 
ンドび再現でまます。 

本磯口まドルビーデジタルデコ^-び内蔵されてしまずので、 
りレビーデジタ J レの映像ソフトび再生できまず。 

• ドルビーデジタル録音のソフ惊再生するには、お使し M こなる 
機器を本機背面のデジタル入力端子に接続してがさい。 
一 回ぺ_ジ） 

• ドルビーデジタル信号び検出されると、表示窓の □□ D に ITAL 
表示び点灯します。 

■ DTS デジタルサラウンドが 

DTS デジタルサラウン问ま、 CD 、 LD 、 DVD などに使われてしほ 
すにのようなソフりこは pig マークび記載されてし、ます)。 

ドルビーデジタル同様已 . 1 ch のデジタル音声フォーマットです 
び、音声圧縮率を低<1受定してあるため、厚みのある、より高音質 
な再生び可能となりまず。 

本機口ま DTS サラウンドデコーダーび内蔵されてしほすので、 
DTS デジタルサラウンドの映像ソフトび再生できます。 

• DTS サラウンド録音のソフ N & 再生するには、お使いになる機 
器を本機背面のデジタル入力端子に接続して < ださい。 
(■►回ページ） 

• DTS 信号び検出されると、表示窓に dt •表おび点口します。 

■ MPEG-2 AAC(Advanced Audio Coding) ヴド 

M PEG -2 才ーデイオの標準ち式のひとつで、 BS デジタレ放送 
で採用されてし)る音声符合化規格です。 

低ビッ心ートで高音質を瞄呆できる点び特長で、番組内容によ 
り巳.1 ch のマルチチヤンネル設定び可自自なフォーマットです。 

• A AC サラウンドの音声を聞<1；：は、お使し、になる機器を本機背 
面のデジタ j レ入力端子に接続して < r ごさい。 

(一回ページ） 

• MPEG -2 AAC 信号び検出されると、表示窓に MPEG -2 
AAC 表示び点なします。 


米国パテントナンバー 


己，848,3 9] 

己|29]，已已7 

己，4已1，白己4 

己，40日，433 

己 1222，18目 

己，3已7,己94 

已|7已2|22巳 

己 1394,473 

已，己831962 

己，2741740 

己 |633,吕 8] 

已 .2 吕71236 

4,914.701 

己|23己，巨 7] 

07/640,己巳0 

已，己7吕1430 

08/678,666 

吕8/03037 

吕7/0287己 

97/02874 

吕8/03036 

己，227,788 

己|28己，4吕8 

己，481，日14 

已，己目2,己84 

己|78]，888 

08/039,478 

日 8/ S 1 1|已47 

己1703,吕吕吕 

08/巳已7|日46 


08/894,844 






















































































































■ ド ルビー プ□ロジック 11 *3 

本機には。レビープ□□ジックロデコ^'一び内蔵されています。 
りレビーヴ方ンドで式で記録された 2 ch 音声 I 祐ちろん、通常の 
2 ch 音声も已 . 1 ch 音声にまで瓶長することびできます。また、従 
来の。レビープ□□ジックち式に比べて、 スピーカーの 高音域 
ち再をずることびできます。こ机こより、立体感 • 包囲感のあるサラ 
ウンドびお楽しみし、ただけます。 

りレビープ□□ジック II 口まなの2つのモー协'あります。 

プ□□ジック11ムービー 

□□ Ibplby 弓ん曲面画 マー^のついた円レビ'—サラウンドち式で記 
録された 2 ch 音声の映像ソフ h ® 再生に向し)てし ) まず。 DVD ソ 
フ悦どのスレチチャ;々、ル已 . 1 ch 音声に近い音場での再生を 
お楽しみいただけます。 

プ□□ジック11511—ジック 

2 ch 音声の音楽 V ：7 h ® 再生に向いていまず。音楽 V ^ ND 再 
生に適した広びりと奥行きを持った音場をお楽しみいただけま 
す。巧に、ノ V ソラマコン ho - ルによって、後方から回り込んで 
<るよラな効果を強調ずることびでさます。 

• ドルビーサラウンド方式で記録された音声を含めて、すべての 
2 ch 音声に巧してち効です。 

• ドルビープ□□ジック11デコーダーび働いていると、表示窓に 
□□PRO LOG に II 表示び点なします。 

■ DAP 

コンサ斗ホールやラク'ノ。スなどで聞く音は、音源から直接ち 
に届く音(直接音)と天井や壁などに反射してからちに届く音畑 
期反射音)、そして、何回を反射を繰り返してから耳に届く音(残響 
音)によって構成されています。これらの反射音/残響音は、 I 」ス 
ナーと天井、壁の距離によって様々な遅延時間卸った音となり、 
コンサー惦どでは、直接音とこれらの反射音/残響音によって、 
音場び作り出されていまず。 

本機に搭載な I てし巧 DAP モードは、これ 5® 反射音や残響音を 
于ジタ) レ信号処理により創り出しコンサ斗ホ ー J レやライブノ V ウス 
などの臨場感を再現しまず。 

本機では;夕の DAP モード&お楽しみしげこだけまず。 

• LIVE CLUB :天井のあいラ- D ' ノ V ウスにいなラな雰囲 

_ 気です。 

• DANCE CLUB :ディスコにし)るような雰囲気です。 

• HALL :ボーカルびはっ茹します。 

コンサートホールにいるよラな雰囲気 
です。 

• PAVILION :天井の高い展示会場にいるよラな雰囲気 

です。 



• DAP はアナ□グ 2 ch 音声や U ニア PCM デジタレ音声で録音 
されたソフドを再生するときに音響効果を加え、臨場感を出しま 
す。 

• DAP をお楽しみいただ<1。ま、フ□ントスピーカーの他に I 」アス 
ピーカーを接続 • 設定するお要びあります(センタースピーカー 
は特に必要ではありません。センタースピーカーを接続してい 
てち音声は出ません)。 

• DAP モードを選んでいるときは、効果の度合し馆調節できま 
す。(■►固と國ページ参照） 

• DAP び選ばれているとさは、表示窓の DSP 表示び点なしま 
す。 

■ 才ールチヤンネルステレオ (ALL CH STEREO ) 

接続-設定されたずべてのスピーカーを使って、より広い範 

囲でステレオ音声をお楽しみいただけます。 

• オー J レチヤンみレステレオはアナ□グ 2 ch 音声や U ニア PCM 
デジタル音声で録音されたソフ巧再生するときに使うことび 
でさます。 

• フ□ントスピーカーの伽こ I 」アスピーカーを接続' 設定する必要 
びあります。 

• オールチヤンネルステレオび選ばれてし、るときは、表ホ窓の 
DSP 表示び点なします。 

<おが百せ> 

-ヴラウン悔お使いになるとき(ホ、 U 下の項目をあらかじめ 
正し<1斑しておいてなせい。 

化•一打-サイ X '( 一國ページ） 

化•一か■©距副(一國ベージ） 

化•一打ィ〇出カレべレ(一國と國ベージ） 

-それぞれ任 X 言号と、それに対応ずるサラウンド!こついては、霞号/ 
サラウンド》:临表一回ページ参照)をご参照なない。 


*1' «ドルビーラボラ ト U - ズからの実施権に基づき製造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 PRO LOG に及びダブル D 記哥まドルビーラボラト U - ズの商標です。 

*2 本機はデジタルシアターシステムズ社からの実施権に基づき製造されています。 DTS 及び DTS Digital Surround , DTS 
デジタルサラウンドは、デジタルシアターシステムズ社の商標です。 


音質調節と 
サラウンド設定 


圏 

























サラウン巧使う(つづき) 


サラウンドを使ラためのスピーカー酉己置 


お持ちのスピーカーの数に応じて、お使いになれるサラウンドは異なります。 

• フ□ントスピーカーのみを接続しているとさは、サラウンドはお楽しみいただけません。 
• スピーカーの設定については 國〜國 ぺージを参照してがさい。 


スピーカーの配置 


お使いになれるサラウンド 


曰スピーカ- 



①サラウンドオン/オフボタンを押します。 

「之ド I ヴ5ウン K オン/才7 I 



リモコン 





リスニング 

ポジション 



くマルチチャンネル音靑が再生されているとさ> 

信号び自動判別され、ドルビーデジタル、 DTS デジタルサラウンドまたは 
MPEG -2 AAC サラウンドび選ばれまず。 

く吕 ch 音声が再生されているとき> 

前回選んだサラウンドモードび表示されます。 

ボタンを押すごとにサラウンドは「入」 ♦♦ 「切」します。 


③サラウンドモードボタンを巧します。 

サラウンドモード 


本体 


4スピーカ- 



リモコン 



左フ□ン I - 
スピーカー 


テレビ 


ちフロント 
スピーカー 


ボ押すごとにサラウンドモードはじ(下のよラに変わります。 


HSmLAUTO 山 U 因 mmOLOOC 。 
LINEAR PCM [u— I] 

□ □ 








IJ スニング 
ポジション 



PL II MOVIE 

I 

ALL CH STEREO 


PAVIUON 

t 


PL II MUSIC 

每 

LIVE CLUB 

I 

DANCE CLUB 

I 

HALL 


< お知らだ > 

-マルチチヤンネルヴラヴソドにつし、ては、サラウンド r 入 J 樹こ自動判月 I にれまずので、 
ン巧一促選ぶなはで就せん。 

-それぞれの信号と、それに巧応ずるサラウン巧こつい口ま、 A * 信号/ヴラウン H •对 
応表一回ページ参照)をご参照なおい。 


3スピーカ- 


①サラウンドオン/オフボタンを押します。 


本体 


サラウンドオン/オフ 


リモコン 




<マルチチャンネル音靑び再生されているとさ> 

信号び自動判別され、ドルビーデジタル、 DTS デジタルサラウンドまたは 
MPEG -2 AAC サラウンドび選ばれます。 

く 2 ch 音声が再生されているとき> 

前回選んだサラウンドモードび表示されます。 


ボタンを押すごとにサラウンドは「入」 ♦♦ 「切」します。 


感サラウンドモードボ矢/を押します。 
本体 tt ラゥンドモ -K 



[ U モコン] 


サラウンド 



ボタンを巧すごとにサラウンドモードはけ下のよラに変わります。 


IJ スニングポジション 


DIGITAL AUTO 囚 U 回 [XlPROlOGCD 



PL II MOVIE ^ —— ^ PL II MUSIC 


< お船せ > 

-マルチチヤンネルヴラウンドにつし、ては、ヴラウンド r 入 J 樹こ自動判后 I にれまずので、 
ヴラウンドト選ぶことはできません。 







































































































































接続してし係スピーカーを正しく設定して、サラウンドの音質効果を最大限に弓 I き出します。 


使用ずるスピーカーの大ささに合わせてサイズを設定します。 
• スピー^を変えたとさ!ま、新たにスピーカーのサイズを設定し 
直してなごさい。 

-操作びを中で解除されてしまったと哥ホ、も5—度手順 1 からやり直し 
てくで!さし)。 


本体のみ 


設定ボタンをの返し巧してサイスを 
設定ずるスピー カー を選ぶ 

•「FRNT SP 」、 に NTR SPJ'rREAR 
SP 」 のいずれかを表示させます。 


設を 



FRNT SP 

:フロントスピーカー 

CNTR SP 

:センタースピーカー 

REAR SP 

: U アスピート 


2コン忙 1- ルアップ (▲)/ ダウン (▼) 
ボタンを巧してスピーカーのサイズ 
を選ぶ 

. 巧ずごとに、なのよラに設定び変わ D ま 
す。 

广 LARGER ~ ►SMALL— I 
I- *NONE- -1 


コント□—ル 
ダウン アツフ 




LARGE 

大型や中型のスピーカーを接続したとさ 

SMALL 

1 \哩のスピーカーを接続しにとき 

NONE 

スピーカーを接続しないと舌 


3 他のスピーカーについてち設定ずるとき I ま、手順 1 と 2 
をくり返ず 

くお知5せ> 

-スピーカーの大ささについて 

目安として、お使いのスピ~カーに内蔵されてし、る、コーンスピー 
力一の口径び] 2 cmUL は広 「 LARGE 」 を選び、 1 2 cm 政下な5 
「 SMALL 」 を選んでクごさい。 

-サブウー八一を 「 N 日」に設定しているときは、フロントスピーカーは 
「 LARG 。 しか選べません。そのときサブウーノ V - の音声は、フ□ント 
スピーカーから再生されます。 

-フ□ントスピーカーを 「 N 日 NE 」 に設定することはできません。 

-か-をに MALL 」 に設定すると、ゼンタースピートや L が 
-卜を「 LARGE 」 に設定することはできません。 


ドルビーデジタル、 DTS デジタルサラウンドや、 MPEG -2 AAC 
サラウンドで効果的な音場を構成するには、リスニングポジション 
から各スピーカーまでの距離が同じであることが理想的です。 
本機では、リスニ/グポジションから各スピーカーまでの実際の距 
離を設定すると、あたわちずべてのスピーカーを等距離に設置し 
たかのよラな音場を創り出すことがでさます。 

• 設定できる距離は、0.3 m ( lfeet ) から9.0 m (30 feet ) 
までで、単位は0.3 m ( lfeet ) きざみになっています。 

• フ n ントスピーカーと U アスピーカーについて、左ちのスピー 
力一距離を別々に設定することはできません。 


例）下図のよラにスピーカーを置いたときは、フ n ントスピー 
力一を「3.日 m 」 に、センタースピーカーをに. 7 m 」 に、 
リアスピーカーをに. 4 m 」 に設定します。 



最初に、距離の単位をミ夫めまず。 

-操作び途中で解除されてしまったとさ(ま、を^度手順 1 からやり直し 
てがさい。 


本体のみ 


設定ボタンをくり返し巧して 
「 UNIT 」 を表示させる 


設定 



2 コント□—ルアップ （▲)/ ダウン 
(▼) ボタンを巧して設定ずる距離 
の単位を選ぶ 

-押すごとに、次のよラに設定び変わりま 
す。 


コント□—ル 
ダウンアップ 

▼ ▲ 


で 


METER 


FEET 


METER :スピーカーまでの距離をレで表示 
FEET :スピーカーまでの距離をフイ■—卜で表示 


• お買い上げ時の設定: 「 METER 」 



國ぺージに続く 


(D 


スヒーカーの距離を設定する 


スヒーカーのサイスを設定する 


音質調節と 
サラウンド設定 









































































サラウン樹まう(つづき) 


スピーカーの距離を設定する(つづき） ク□スオーノ く一周波数を選ぶ 


3設定ボ欠席くり返し巧して設定 
ずるスピー カー を表示させる 



FRNT □倍つ□ントスピーカーの距離を設定するとき 
CNTR □旧センタースピーカーの距副を設定するとさ 
REAR □旧 ： U アスピーカーの距副を設定ずるとさ 


ノ」哩スピートでは低音をよく再生で煎いことびあります。本機 
では、フ□ントスピート、センタースピーカー、 U アスピートのい 
ずれかに d \型のスピーカーび使われているとさに、そのほ音要 
素を他の大型スピーカーへ自動的に振り分けます。 

この機能を正し < a 作させるために、小型スピーカーのサイズに 
応じて、ク□スオーノ（一周波数を選びまず。 

-操作び途中で解除されてしまったとき!ホ、も5-度手順 1 か5やり直し 
てぐださい。 




コント□-ルアップ （▲ ) /ダウンタザントちミフ 


(▼がタンを巧して設定ずる距離 
を選ぶ 

•「0.3 m(l feet )」 占、 5 r 9.0 m (30 feet )」 



の範囲で設定できます。 


本体のみ 


1設定ボタンを <り返し巧して 
[■ CROS 引を表示させる 


設定 




5他のスピーカーについても設定するときは、手順3と 
4をな)返ず 



2コン记ールアップ (▲)/ ダウン 
(▼) ボタンを巧して スピーカーに 
合ったク□スオ ー; (-周波数を 
選ぶ 

-巧すごとに、次のよラに周波数び変わり 
まず。 



80HZ- —— *100HZ- —— ► 1 20HZ 
—> 200HZ- —— ►150HZ- - 


• お買い上げ時の設定値：「100 HZ 」 

-ク□スオーバー周波数は、お好みに応じて調節してくださし、。 


<おが百せ> 

• すべてのスピーカー®サイスを r LARGE 」 に設定してし'!るとき！ホ、この 
機能は働きません。スピーカーの設定については国]〜匯]ページを 
参照してぐださし、 


延) 














































お音域びひずむとさは 


ダイナ S ツクレンジを調節する 


ドルビーデジタルや DTS デジタルサラウンドを使っているとさ 
に、低音がひずむ場合は、し^下の設定を行います。 

-操作び途中で解除されてしまったとさ!ま、ちラー度手順 1 か5やり直し 
て < r おい。 


本体のみ 


設定ボタンをくり返し巧して 
「LFE ATT *」 を表示させる 

□- フ U ケンシー エフェクト 

* Low_Frequency Efrect 
Attenuat 日「の略：低;音域減衰器 




設定 



ダイナ云ックレンジ(最大の音声信号と最/」\の音声信号の差)を 
圧縮することびできます。この機能は、夜間にサラウンドをお楽し 
みし)ただくときなどに調節して さしん 

-この機能は、ドルビーデジタルの音声を再生しているとさに限り働さ 
まず。 

-操作び途中で解除されてしまったとさ(ホ、扫^度手順 1 からやり直し 
てください。 


本体のみ 


設定ボタンをの返し巧して 

コンブレツシヨン 

「D COMP 」 を表示させる 


設定 



2 コ:化—ルアップ (▲)/ ダ於 (▼) 
ボタンを巧して設定値を選ぶ 

-押すごとに、次のよラに設定び変わり 
ます。 


OdB 


-10 dB 


コント□—ル 
ダウンアップ 

▼ ▲ 


OdB _ :通常はこの設定にしておきます 

-1 日服：低音びひずむときに設定します 


2 コンにールアップ (▲)/ ダウン (▼) 
ボ欠廣 f 甲して店縮のレべ J 姥選ぶ 

-巧すごとに、次のよラに設定び変わ D ま 
す。 


コント□—ル 
ダウン アップ 

▼ ▲ 


► OFF * 


• MID * 


MAX * 




OFF :ダイナ S ックレンジはそのままで、サラウンドを 
_楽しみたいとさ_ 

MID :ダイナ S ックレンジをかし圧縮したいとき(お買い上 
_げ時の設定）_ 

MAX :ダイナミックレンジの圧縮を最大にしたいとを 
饭間など） 


音質調節と 
サラウンド設定 


西) 












































































2 


3 


リモコン 


サラウンドを使う（つづき) 


サラウンドを使って再生する（リモコン) 


サラウンドを使って再生をします。さらに J 」 モコンを使って音の調節をします。 

• サラウンドをお楽しみいただくときは、デジタル音声/アナ n グ音声を正しく選んでください。（一國ページ参照) 
• スピーカーの設定については國〜國ページを参照してください。 

• サラウンドモードの選がやスピーカーの出力の調節は、ソース(音源）ごとに記憶されます。 

• パノラマ効果の調節をするとさは、本体ボタンで調節をしてください。 


映像や音楽ソフトを再生ずる 

-ドルビーデジタル、 DTS デジタルサラウンドまたは 
MPEG -2 AAC サラウンドの映像や音楽ソフトを再生す 
るとさは、必ずデジタル音声を選んでください。 


2 サラウンドオン/オフボタンを押し 
てサラウンドを r 入 J にずる 


サラウンド 



I ボタンを押すごとに、サラウンド 
び「入」 wr 切」します。 


再生される音声信号によって異なるサラウンドモードが 
表示されます。 

A :音靑び己. Ich のとさ 

音声信号に応じて、ドルビーデジタル、 DTS デジタル 
サラウンドまたは MPEG -2 AAC サラウンドび選ば 
れます。 

B :音声が 2ch( ドルビーデジタル、 DTS デジタルサラ 
ウンドまたは MPEG-2 AAC) のとを 

ドルビープ□□ジック II ムービー （「PL II MOVIE 」） 
またはドルビープ □ □ジック II ミユージック （「PL 11 
MUS に」）にな0ます。 

C :音靑がアナ□グ 2ch またはリニア PCM* のとを 

前回選んだサラウンドモードになります。 


なミ！お擇=魔お严 甲して 


B の場含 

ボタンを押すごとに、サラウンドモー 
ドは次のよラに変わ0ます。 


サラウンド 



PLII MOVIE 


PL II MUSIC 


c の場合 

ボタンを押すごとに、サラウンドモードは次のように変ね 
0ます。 


■LIVE CLUB 


DANCE CLUB 


PL II MUSIC 

t 

PL II MOVIE 

L ALL CH STEREO 一 PAVILION 一 HALL - 


くお知 6 せ > 

- U アスピーカーを 「 N 日 NE 」 に登録しているときは、 DAP モード 
(「LIVE CLU 巨 」、 「DANCE CLU 目」、 「 HALL 」 または 
「PA VI LI 日 N 」） や才ールチヤンネルステレオ （「ALL CH 
STERE 日」）は選択できません。 


A の場合：手順 4 から音質の調節びでさまず。 

B、C の場合：手順 3 でサラウンドモードを選べます。その後、 
手順 4 政降で音質の調節びでさます。 


きめ細かし、調節をしたいときは、手順4へ進みまず。調 
節の内容は、選んだサラウンドによって異なりまず。 



圏 


* リニア PCM とは、 CD や DVD などに使われてし、る 2 チヤンネル信号でず。 
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5-6 


サウンドボタンを巧ず 

数字キーでサラウンドの調節びでき 
るよラにな0ます。 



5 テスト!ンボタンを巧してテ 
スト!-ーンを出力ずる 
(DAP モー ドと オール チヤンネ 
ル ステレオは除く） 



再生音び聞こえなくなります。 

表示窓に 「TEST TONE U と点滅表 
示され、 r ザー」といラ音びなの順序 
でスピーカーか5出力されます。 


一 TEST TONE し TEST TONE C TEST TONE R _ 

(をフ□ントスピーカー）（センタースピーカー）（ちフロントスピーカー) 


TEST TONE LS 

■ (左リアスピーカー）— 


TEST TONE RS 

■ (ちリアスピーカー） ' 


I テスト I ンはおよそ1分間続さます。 

‘ DAP モード （「LIVE CLU 目」、 「DANCE CLUB 」、 
「 HALL 」 または 「 PAVILI 日 N 」） や才ールチヤンネル 
ステレオ （「ALL CH STERE 日」）を選んだときは、 
テスト I -ーンは使えません。再生音を聞さなび5音 
の調節をしてください。 


くお知5せ> 

• スピーカーからテスト I ンを出さなくてち、出カレベルは調節 
でさます。 

•「 N 日 NE 」 に登録しているスピーカーか5は、テストトーンは出力 
されません。スピーカーの出カレベルも調節でをません。 



6齡力-の出ヵレベルを調 

-センター+/- ボタンを押して1 d 巨ず 


つセンタースピーカーの出カ レベルを 
調節します。觸節範囲:0服±10服） 

I U ア•左+/- ボタンを押して 1 服ず 
つ 左 U アス ピーカーの 出カレベルを 
調節します。(調節範囲:日服 ±1 OdB) 


リア•ち +/- ボタンを巧して1服ず 
つち U アスピーカーの 出カレベルを 
調節します。(調節範囲:日服 ±1 OdB) 


テスト!-ーンをとめるには 

テスト I -ーンび出力されているラち 
に、テスト I -ーンボタンを押します。 


__リグ•化-十 

風慰 

X? 

-リア•ち+ 



エフエクトボタンを巧してエ 
フエクトレべルを調節ずる 
( DAP モードのみ） 

• DAP モード （「LIVE 仁 LU 目 」、 「DANCE CLUB 」、 
「 HALL 」 または 「PAV I LI 日 N 」） を選んだときは、 
エフエクトレべルの調節がでさます。 

-ボタンを押すごとに、エフエクトレべ 
J レの設定び次のよラに変わります。 

P EFFECT 1 一 EFFECT 2 一 EFFECT 3 - 
I EFFECT 5 * — EFFECT 4 ^—— 



数字び大きくなるほど、 DAP の効果び大きくな0ます。 
(標準値: EFFECTS ) 

くお知6だ> 

-スピーカーの出カレベルの調節び終わってか5、リモコンの数宇 
キーをプ U セット選局などにお使いになるときは、 FM / AM ボタ 
ンなどのソース機器選択ボタンを押してか5、お使いください。 
- DAP モードを選んでいるとをは、センタースピーカーの出カレべ 
ルを調節することはでをません。 


D 


音質調節と 
ヴラウンド設定 

































サラウンドを使う（つづき) 


サラウンドを使って再生する(本体) 


サラウンドを使って再ををします。さらに、音の調節をします(本体でサラウンドの調節をするときは、テストトーンび出力され 
ませんので、音声を聞さなびら調節してください)。 

•サラウンドをお楽しみいただくとをは、デジタル音声/アナ□グ音声を正しく選んでください(■►画ページ参照)。 

-スピーカーの設定については 國〜國 ページを参照してください。 

-サラウンドモードの選択やスピーカーの出力の調節は、ソース(音源）ごとに記憶されます。 

-テスト I ンを使いたいときは、 U モコンボタンで調節をしてください。 

-最適な調節をするためには、実際にお聞きになる位置から U モコンを使って調節ずることをおすすめします。 



2 3 


本体 


1映像や音楽ソフトを再生ずる 

-ドルビーデジタル、 DTS デジタルサラウンドまたは 
MPEG -2 AAC サラウンドの映像や音楽ソフトをち生ず 
るとさは、必ずデジタル音声を還んでください。 


2鶴が協な豁娜し 


-ボタン押すごとに、サラウンドび 
「入」>>4「刚します。 


サラウンドオン/オフ 



再生される音青信号によって異なるサラウンドモードび 
表示されます。 

A :音声が日. Ich のとさ 

音青信号に応じて、ドルビーデジタル、 DTS デジタル 
サラウンドまたは MPEG -2 AAC サラウンドび選ば 
れます。 

己：音声が 2ch( ドルビーデジタル、 DTS デジタルサラ 
ウンドまたは MPEG-2 AAC) のとさ 

ドルビープ□□ジック II ムービ ー (「PL II MOVIE 」） 
またはドルビープ□□ジック II ミユージック （「PL II 
MUS に」）になります。 

C :音声がアナ□グ吕 ch またはリニア PCM* のとき 

前回選んだサラウンドモードになります。 


A の場合 ：手順 4 で音質の調節びでさます。 

B、C の場合： 手順3でサラウンドモードを選べます。その後、 
手順 4 政降で音質の調節びでをます。 

* リニア PCM とは、 CD や DVD などに使われている2チャンネル信号でず。 


( 3 サラウンドモードボタンを巧して^ 
サラウンドモードを選/ぶ 

B の場合 

ボタンを押すごとに、サラウンドモー 
ドは次のよラに変わります。 


PL II MOVIE ^—— * PLII MUSIC 

C の場合 

ボタンを巧すごとに、サラウンドモードは次のよラに変わ 
ります。 



I - -LIVE CLUB — DANCE CLUB - 

PLII MUSIC 
t 

PLII MOVIE 

L ALL 州 STEREO — PAVILION ^ — HALL 」 

\_ y 


< お知6せ> 

- U アスピーカーを 「 N 日 NE 」 に登録しているときは、 DAP モード 
(「LIVE CLU 目 」、 「DANCE CLUB 」、「 HALL 」 または 
「PA VI LI 日 N 」） やオールチャンネルステレオ （「ALL CH 
STERE 日」）は選択でさません。 


きめ細かい調節をしたいときは、手順4へ進みまず。調 
節の内容は、選んだサラウンドによって異なりまず。 
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[4 スピーカーの出カレベルを調節ず 
る 

1. 調整ボタンをくり返し}甲して調節ずる 調整 
スピーカーを 選ぶ 




REARL :左 U アスピーカーの出カレベルを調節する 
とさ 

REARR :ち U アスピーカーの出カレベルを調節ずる 
とさ 

CENTER :センタースピーカー■の出カレベルを調節す 
るとさ 


コント□—ル 
ダウン アップ 

▼ ▲ 



吕.コント□—ルアップ （▲)/ ダウン 
(▼) ポタンを巧して1 dB ずつス 
ピーカーの 出カレベルを調節ずる 
(調節範囲:0服±10犯） 


3. 手順1と2をくり返し、他のスピーカーの出カレベルを 
_調節ずる_ 

く お知5せ> 

- 「 N 日 NE 」 に登録しているスピーカーを選ぶことはできません。ま 
た、 DAP モードを選んでいるとをは、センタースピーカーの出力 
レベルを調節ずることはでさません。 


5パノラマ効果を調節ずる 
(FPL II MUS に」のみ） 

- 「PL II MUS に」を選んだときは、パノラマ効果の 
調節びでさます。 


調整ポタンをくり返し押して 
「 PANORAMA 」 を表示させる 


調整 




2. コント□—ルアップ （▲)/ ダウン 
(▼) ボタンを巧ず。 

-ボタンを押すごとに、次のよラに 
設定び変わ0ます。 


PANORAMA ON 


PANORAMA OFF 


PANORAMA ON :より広びりのある音響効果を楽 
しみたいとを 

PANORAMA OFF :パノラマ効果を解除するとさ 


6エフェクトレべルを調節ずる 

( DAP モードのみ） 

• DAP モー ド （「UVE CLUB 」、 「DANCE CLUB 」、 
「 HALL 」 または TPAVILI 日 N 」） を選んだときは、 
エフェクトレベルの調節びでさます。 


調碧ボタンをくり返し巧して 
に FFECT 」 を表示をせる 


調整 i 


吕. コント□-ルアップ (▲)/ ダウン 
(▼) ボタンを巧してエフェクトレ 
ベルを調節ずる 

• ボタンを巧すごとに、エフェクト 
レベルの設定びなのよラに変わ 
りまず。 


ダウンアツフ 




EFFECT 1 一 EFFECT 2 -- EFFECT 3 

-- EFFECT 5 ^~ ► EFFECT 4 -- 


数字び大きくなるほど、 DAP の効果び大さくなります。 
(標準値 : EFFECT 3) 


(D 


音質調節と 
ヴラウンド設定 

























































































コンピュリンク•リモートコント□ールシステム 


ビクター製のコンピュ U ンク対応オーディオ機器をコンピュリンク—4(シンクロ)端テを使って接続すると、—体型システムの 
よラな簡単操作び実現でさます。 


コンピュリンクの接続 

基本的な接続をした上で、モノラル-ニプラグ付をの接続 
コードを使って、各オーディオ機器のコンピュリンク-4 
(シンク □) 端モどラしを接続してください。 

下の図は基本的な接続例でず。すべての機器を橋渡しするよ 
うに接続しまず。順まに決まりはありません。 

機器によっては、コンピュ U ンク端子び1つしかない機器を 
あります。このようなときは、その機器び一蚕最後になるよ 
ラに接続してください。 

-接続ずる前に、必ず電源プラグを家庭用コンセントか6巧 
いておいて < ださい。 

すべての接続び終わつてから電源を入れてください。 



<おな]百せ> 

-コンピュ U ンク端テび2つあるときには、どちらを使っても接続 
でさます。 

- MD レコーダーまたはカセットデッキをコンピュ1」ンクで操作ず 
るとさは、表示窓に表おされるソース(音源)機器の表示名を正し 
く設定してください。 （崎 回ページ参照） 

-接続するオーディオ機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 


コンピュリンク4の機自 g 

コンピュ U ンク4対応製品とそれじ(前の J くージョンの製品を 
接続して使用することもでさますび、そのとをは最新の機能 
に対応した動作はでをません。 

-操作の前に、接続するオーディオ機器の取扱説明書ちあわ 
せてご覧ください。 

U モコンによる一括操作 

巳 D プレーヤーや MD レコーダー、カセットデッキなどの 
ソース機器を本機の U モコンで操作することびできます。 
リモコンは本機の U モコン受光部に向けて操作してくださ 
い。（-►回ページ参照） 

自動電源 r 入/切」機能:コンピュリンク3とコンピュ U ンク4 
対応機種間のみ 

本機の電源を入れると、そのとき選ばれているソース機器 
に□プレーヤーや MD レコーダーなど)の電源も自動的に入 
0まず。 

また、本機の電源を切ると、その他のオーディオ機器の電源 
を自動的に切れます。 

自動再生(イチ巧し再生)機能 

ソース機器に D プレーヤーや MD レコーダーなど)で再生を 
始めると、自動的に本機の電源び入り、そのソースび選ばれ 
て、スピーカーから音び出ます。 

また、本機で再生ずるソースを還ぶと、そのソース機器の電 
源び自動的に入り、再生び始まります(ディスクなどび入つ 
ている場合)。 

シンク□録音機能 

ソース機器の再ちと同時に、録音機器で録音を自動的に始め 
ることびでさます。 

例： CD プレーヤーか! 5 MD レコーダーに録音す 
る場合 

1. CD プレーヤーに CD を入れる 

Z . MD レコーダーに録音用の MD を入れる 

3. MD レコーダーの REC PAUSE ( 録音一時停止） 

を巧す 

ん CD プレーヤーを演奏状態にずる 

本機で再生するソースび自動で C □に切り換わり、 M □レ 
コーダーでシンク□録音び始まります。 

<お知6せ> 

• シンク□録音中は、ソース機器選択ボタンは働きません。 

• シンク□録音中に、接続している機器のいずれかの電源び切れる 
と、コンピュ U ンク' U モートコント□ールシステムは正しく動作 
しないことびあります。このようなときは、最初占、5やり直してく 
ださい。 










































リモコンでビクター製の機器を操作する 


本機に付属している U モコンでビクター製の A V 機器を操作ずることびでをまず。 


リモコンでビクター製のオーデイオ機器を操作ずる 
ときは 

. 画〜回ページの接続をしてから、モノラル5ニプラ 
グ付きの接続コードを使ってコンピュ U ンク-4(シン 
ク〇)端モどラしを接続してください。 

(一画ページ参照） 

• U モコンは、本機の U モコン受光部に向けて操作して 
<ださい。 

•本体前面のソース機器還択ボタンでソース(音源)を選 
んだとをは、 U モコンでは操作でさません。 

必ず U モコンのソース機器選択ボタンを使ってソース 
(音源)を遲んでください。 

•接続している機器の取扱説明書ちあわせてご覧<だ 
さい。 


本機のチューナー部 


FM/AM : FM 放送/ AM 放送を選びまず。 

FM/AM ボタンを巧したあとで、巧の操作びできます。 

1〜10、+10 :記憶してある放送局のプ U セット番号 

を直接選びます（プ U セット還局)。 
(例）■プ U セットま号巳を選ぶときは、 
f ?) を押します。 

■プ U セット番号]已を還ぶとさは、 

に贡と押しまず。 

■プ U セツト番号20を還ぶときは、 

に吊)と巧します。 



本機のアンプ部 


サラウンドオン/オフ：サラウンドの「入/切」を切り換えます。 

サラウンドモード：サラウンドモード （ ドルビープ □□ 
ジック n 、 DAP 、 才ールチャンネルス 
テレオ）を遲びます。 

サウンドボタンを巧したあとで、巧の操作びでさます。 

サブウー八一+/—：サフウー八一の出カレベルを調節し 
ふ当。 

センター+/— ：センタースピーカーの出カレベルを 
調節します。 

U ア•左 +/- :左 U アスピーカーの出カレベルを調 

節します。 

U ア•ち +/- :ち U アスピーカーの出カレベルを調 

節します。 

エフェクト ：エフェクトレベルを調節します。 

テスト!''ーン ：サラウンド時に、テストトーンを出力 

します。 


その他の操作 


逗) 


























リモコンでビクター製の機器を操作ずる（つづき) 


CD プレーャー 


MD レっーター 


CD ボタンを巧したあとで、巧の操作びでさます。 

再生 (►) :演奏を始めます。 

:演奏中の曲（または前の曲）の頭に戻り 
ます。 


►n :次の曲の頭にスキップします。 

停止 (■) :演奏を停止しまず。 

一時停止 (II) :演奏を一時停止します。 

再び演奏を始めるときは、再生 (►) を押 
します。 


1〜]□、+ ]□:曲番号を直接選びまず(ダイレクト還 
曲。 


(例）.巧番号已を選ぶとさは、 
fT ) を巧します。 

. 巧番号1已を選ぶとさは、 
^^01と押します。 

. 曲番号20を選ぶとさは、 

位苟^®と巧します。 

. 曲番号30を選ぶとさは、 

に而 )■» 接荀)前と巧します。 


MD ボタンまたは M □コント□ールボタンを巧しにあとで、;かの操 
作びで舌ます。 

再生 (►) :演奏を始めまず。 

:演奏中の巧（または前の曲）の頭に戻り 
よ^ 〇 

次の曲の頭にスキップします。 

演奏(または録音)を停止します。 

演奏（または録音）を一時停止します。 
再び演奏（または録音）を始めるときは、 
再生 (►) を押します。 

録音/録画一時停止 

:録音待機状態になりまず。 

1〜10、+10 :曲ま号を直接選びます（ダイレクト選 
曲)。 


停止 (■) 
一時停止 (II) 


(例）-曲ま号己を選ぶとさは、 
f ?) を押します。 

-曲ま号1已を選ぶとさは、 

に贡 H (©と押しまず。 

-曲ま号20を選ぶとさは、 
^^0前と押します。 

• 巧ま号30を選ぶとさは、 

に贡と押しまず。 


CD チェンジャー 


カセツトデッキ 


CD ディスクボタンを巧したあとで、巧の操作びでさます。 

再を (►) :演奏を始めます。 

:演奏中の巧（または前の®)の頭に戻り 
まず。 

►n :次の曲の頭にスキップします。 

停止 (■) :演奏を停止します。 

一時停止 (II) :演奏を一時停止します。 

再び演奏を始めるとさは、再生 (►) を押 
します。 


1〜巨、 7 /P :デイスクま号を還びます。 


巳□ボタンを巧したあとで、なの操作びでをまず。 

1〜10、+10 :曲番号を直接選びます(ダイレクト選 
曲）。 


(例）.曲を号已を逞ぶとをは、 
( Q ) を巧します。 

-曲番号1已を選ぶときは、 
狂商)"^ fill と押します。 
. 曲番号20を選ぶとさは、 
と巧します。 
. 曲番号30を選ぶとさは、 


而と巧します。 


TAPE ボタンまたはテープコント□—ルボタンを巧したあとで、な 
の操作びでさます。 

再生 (►) :再生を始めまず。 

巻戻し ：テープを卷さ戻します。 

早送り ：テープを 早送りします。 

停止 (■) :再生(または録音)を停止します。 

—時停止 (II) :再生(または録音)を一時停止します。再び 
再生（または録音）を始めるときは、再を 
(►) を押します。 

録音/録画一時停止 

:録音待機状態になります。 


<お知6せ> 

• M □ボタンと TAPE ボタンな6びに MD コント□-ルボタンと 
テープコント□-ルボタンについて 

M □ボタンまたは TAPE ボタンを巧すと再生ずるソース盾源） 
ち切0換わ0ますび、 MD コント□ールボタンまたはテープコ 
ント□ールボタンを押してちソース(音源)は切り換わりませ 
ん。 

-ソース機器選択樹こソース機器名を表示窓に正しく表示させるた 
め、 MD / TAPE 端テに接続しているソース機器名を正しく 「 MD 」 
または 「 TAPE 」 に設定してください。(寺回ぺージ参照） 















リモコンでビクター製のビデオ機器を操作するときは 

. ビデオデッキや DVD プレーヤー、テレビを操作すると 

きは、それぞれの機器の U モコン受光部に向けてリモ 
コンを操作してください。 

•接続している機器の取扱説明書をあわせてご覧くだ 
さし、。 


ビデオデッキ 


ビデオデツキの U モコンコードは 「 A 」 に設定してください。 


ビデオ電源 


:ビデオデッキの電源を r 入/切」します。 


VTR ボタンまたはビデオコント□ールボタンを巧したあとで、巧 
の操作びでさます。 

再生 (►) :再をを始めます。 

巻戻し ：テープを巻さ戻します。 

早送り ：テープを 早送りします。 

停止 (■) :再生(または録画)停止します。 

一時停止 (II) :再生(または録画)を一時停止します。 

再び再生(または録画)を始めるとき 
は、再生 (►) を押します。 

録音/録画一時停止 

:録画待機状態になります。 


DVD プレーャー 


□ VD 電源 


: DV □プレーヤーの電源を「入/切」します。 


□ VD ボタンを巧したあとで、巧の操作びでさます。 


再生 (►) 

I イイ 

►►1 

停止 (■) 
一時停止 (II) 


:再生を始めます。 

:再生中のチャプター（または前のチャプ 
ター)の頭に戻ります。 

:次のチャプターの頭にスキップします。 

:再生を停止します。 

:再生を一時停止します。 

再び再生を始めるとさは、再生 (►) を押 
しまず。 


DVD ボタンを押すと、ちのボタン 
は、 DVD プレーヤーのメニュ ー 
操作ボタンになります。 

• 操作については、ディスクまたは 
DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧 
ください。 


©烏 

11 ^ 12 


テレビ 


テレビ電源 ：テレビの電源を r 入/切」します。 

テレビ音量 +/— ；テレビの音量を調節します。 

テレビチヤンネル +/- 

:テレビのチヤンネルを変更します。 
テレビ/ビデオ：テレビの入力を切り換えます。 


くお知5せ> 

VTR ボタンとビデオコント□ールボタンについて 

• VTR ボタンを押すとソース(音源)び VTR に切り換わりますび、 
ビデオ]ント□-ルボタンを押してもソース宿源)は切り換わ 
0ません。 


TV S 日 UND ボタンを巧したあとで、次の操作びでをます。 

1〜12 :テレビの受信チヤンネルを選びます。 

<お知6せ> 

-デジタルテレビは本機の U モコンでは操作できません。 


その他の操作 


(D 













リモコンで他メーカーの機器を操作する 


本機の U モコンで他メーカーのテレビやビデオデッキ、 DV □プレーヤーを操作することびできます。 


U モコンで他メーカーのテレビやビデオデッキ、 DVD プ 
レーヤーを操作するとさは、それぞれのメーカーに対応した 
コードを設定ずる必要びありまず。 

また、それらの機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 


- 

- I 」モコンの乾電ミ也を交換したとさは、ち5—度メーカーの設定 
をや D 直して < ださい。 


テレビのメーカーを設定ずる 


ビデオデッキのメーカーを設定する 


1. テレビ電源ボタンを巧したまま ••• 

TV SOUND ボタンを巧したあと、数字キー 
(1 〜9、0)を使ってメーカーのコード番号にケタ) 
を入力する 


各^—カーのコード番号は西]ページをご覧ください。 
例：お使いのテレビび松下製 (02) のとき 


’ fTl と押す 


2. テレビ電源ボタンを離ず 

3. テレビ電源ボタンを巧して設定を確認ずる 

テレビの電源び「入/切」でさた5設定は終了です。 

もしうまく機能しないとさは、同じメーカーの別のコード番号 
を使ってちラー度設定をやり直します。 


1. ビデオ電源ボタンを巧したまま ••• 

VTR ボタンを巧したあと、数字キー(1〜9、0)を 
使ってメーカーのコード番号 (2 ケタ）を入力ずる 

各メーカーのコード番号は因]ページをご賣ください。 

例：お使いのビデオデッキび松下製 (04) のとき 
〇今®^©と巧す 
お使いのビデオデッキびサンヨー製 （12) のとさ 
け甲す 

2. ビデオ電源ボタンを離ず 

3. ビデオ電源ボタンを巧して設定を確認ずる 

ビデオデッキの電源び r 入/切」でさた6設定は終了でず。 
もしうまく機能しないときは、同じメーカーの別のコードま号 
を巧ってち5—度設定をや D 直しまず。 


テレビを操作ずる 


ビデオデッキを操作ずる 


テレビ電源 ：テレビの電源を r 入/切」します。 

テレビ音量 +/— :テレビの音量を調節します。 

テレビチヤンネル +/- 

:テレビのチヤンネルを変更します。 
テレビ/ビデオ ：テレビの入力を切り換えます。 

TV SOUND ボタンを巧したあとで、なの操作びでさます。 

1〜12 :テレビの受信チヤンみレを還びます。 


<おな]百せ> 

-デジタルテレビは、本機の U モコンでは操作できません。 


ビデオ電源 ：ビデオデッキの電源を r 入/切」します。 

ビデオチヤンネル +/- 

:チヤンネルを変更しまず。 


VTR ボタンまにはビデオコント□ールボタンを巧したあとで、;欠の 
操作びでさます。 


再生 (►) 
停止 (■) 
一時停止 (II) 


巻戻し 

早送り 

録音/録画一時停止 


再生を始めます。 

再生(または録励を停止します。 
再生(または録励を一時停止します。 
再び再生(または録画)を始めるとさ 
は、再生 (►) 封甲します。 

テープを巻き戻します。 

テープを早送りします。 

録画待機状態になります。 


<おが6せ> 

VTR ボタンとビデオコント□-ルボタンについて 

- VTR ボタンを巧すと再生するソースち VTR に切り換わります 
び、ビデオコントロールボタンを押してちソース(音源)は切り 
換わりません。 


延) 









メー カーごとの コー ド番号一覧 


DVD プレーヤーのメーカーを設定ずる 

1. DVD 電源ボタンを巧したまま ••• 

DVD ボタンを巧したあと、数字キー(1〜9、0)を 
使ってメーカーのコード番号 (2 ケタ）を入力する 

各メーカーのコード番号はちの表をご覧<ださい。 

例：お使いの DV □プレーヤーびお下製 (02) のとさ 
〇马感与© と巧ず 

S . DVD 電源ボタンを離す 

3. DVD 電源ボタンを巧して設定を確認する 

DV □の電源び「入/切」で去た5設定は終了です。 

DVD を操作ずる 

DV □電源 ： DVD プレーヤーの電源を r 入/切」します。 

□ V □ボタンを巧したあとで、巧の操作びでさます。 

再生 (►) :再生を始めます。 

:再生中のチャプタ ー( または前のチャプター) 
の頭に戻ります。 

►►1 :なのチャプターの頭にスキップします。 

停止 (■) :再生を停止します。 

一時停止 (II) :再生を一時停止しまず。 

再び再生を始めるときは、再生 (►) を押し 
ます 0 


DVD ボタンを押すと、ちのボタン 


は、 DVD プレーヤーのメニュー操 

nx 

作ボタンにな0ます。 


•操作については、ディスクまたは 


DVD プレーヤーの取扱説明書を 

CD ▼感 

ご覧ください。 



機器名 

メーカー 名 

コー ド番号 

テレビ 

日本ビクター 

01 


松下 

02.03 


兰菱 

04 


ソこ一 

0己 


日立 

06 


まち 

07 


サン ヨー 

08、09 


シャープ 

10 


パィオニア 

11 


NEC 

12 


フナイ 

13.16.17 


アィワ 

14 


富±通ゼネラル 

]已 

ビデオ 

曰本ビクター 

日1、02、日3 

デッキ 

松下 

04.05 

二 妻 

06 


ソ ニー 

07、08、0白 


日立 

10 


まち 

11 


サン ヨー 

] 2、13、14 


シャープ 

] 己、1目 


パィオニア 

17 


NEC 

18 


フナイ 

] 目、20、21、22 


アィワ 

23 


冨±通ゼネラル 

24 


フィリップス 

2己 

DVD 

日本ビクター 

01 

プレーヤー 

松下 

02 


ソ ニー 

03 


まち 

04 


シャープ 

0己 


パイオニア 

06 


その他の操作 


虹) 












故障かな？と思 5 前に 


症げ 

原因 

処置 

表术窓が点灯しない。 

電源コードがはずれている。 

電源コードを家庭用コンセントに差し 

込む。 

音び出ない。 

スピーカーコードび接続されていない。 

接続を確認する。 


スピーカーが r 切」になっている。 

スピーカーオン/オフボタンを押してス 

ピーカーを「入」にする。 


間違ったソースび選択されている。 

正しいソースを還択する。 


消音機能び働いている。 

消音ボタンを巧して消音機能を解除する。 


間違った音声ち式(アナ□グまたはデジタ 

正しい音声ち式(アナログまたはデジタ 


ル)び還択されている。 

ル)を還択する。 


ソース機器び正しく接続されていない。 

接続を確認する。 



'アナ □ グ接続("►四〜回ぺージ参照） 

' デジタル接続(一回ページ参照） 

片方のスピーカーからしか音び出な 

スピーカーコードび正しく接続されてい 

接続を確認する。 

い。 

ない。 



左ちのバランスび合っていない。 

左ちのバランスを正しく調節する。 

FM 放送を受信中に連続的に雑音び入 

受信している電波び弱すざる。 

FM 屋外アンテナを接続するか、お買い 

る。 


上げの販売店に問い合わせる。 


放送局び遠い。 

別の放送局を選局ずる。 


アンテナび正しく接続されていない。 

接続を確認する。 

FM 放送を受信中にときどき雑音び入 

自動車などからのイグこッシヨンノイズ 

アンテナを道路から遠ざける。 

る。 

の影響を受けている。 


AM 放送を受信中に雑音び入る。 

アンテナ端子の(アース）にアース線び 

アンテナ端子の 7)7( アース）にアース線 


接続されていない。 

を接続する。 

U モコンで操作できない。 

入力したメーカーのコード番号 (2 ケタ）び 

正しいコードま号 (2 ケタ）を入力し直 


間違っている。 

ず。 


本機の U モコン受光部の前に障害物びあ 

る。 

障害物を取り除<。 


電池び消耗している。 

電池を交換する。 

リモコンび意図しない動作をする。 

間違ったソース機器び選ばれている。 

正しいソース機器を選択する。 

(一画〜回ページ参照） 

[DSP M に日 M NG 」 が表示窓に表示 

内蔵のマイコンび正常に動作していない。 

電源ボタンを押して本機の電源を切り、 

される。 


コンセントを巧いてお買い上げの販売 

店に問い合わせる。 

マイクの音声び出ない。 

デジタル音声入力び選択されている。 

アナログ音声入力を選択する。 


マイク-キシングつまみび「ソース」側に 

マイク S キシングつまみを r マイク」側 


なっている。 

に回して、マイク音量を上げる。 


返) 



























-おや？故障かな？と思った5••-修理を依頼される前にもう一度お確かめください。一 


症げ 

原因 

処置 

電源を入れた後にスタンバイランプ 
び点なし、「切(待機状態)」になる。 

本機に異常な電圧びかかつている。 

電源ボタンを巧して本機の電源を切り、 
コンセントをないてお買い上げの販売 
店に問い合わせる。 


メイク接点入力端テび「切」の設定(外部から） 

入力端子接続の夕+部設定をかえる。 

「OVERLOAD」 び表ホ窓で点滅する 

音量(ボリユーム）が大きいため、スピー 
カーに負荷がかかりすぎている。 

1 . 電源ボタンを巧して本機の電源を切る 

2. 再生している機器の電源を切る 

式電源ボタンを押して本機の電源を入れ、 

音量抓 U ューム)を調節する 


スピーカー端子がシヨートしたため、アン 
プ部に負荷がかかりすざている。 

1 . 霞原ボタンを押して本機の電源を切る 

2. スピーカーび正しく接続されている 
かどラか確かめる 

3. もラー度電源ボタンを押して本機の 

電源を入れる 

スピーカー端テびショートしていない 
場合は、お買い上げの販売店にご相談 

ください。 


用語解説 


■ リニア PCM 音声 

アナログ音声信号をデジタ^レ信号に変換して扱ラち式の 
一つで、変換に際して圧縮処理を全< しない音声信号の 
ことです。従来の音楽巳□につかわれているデジタル音声 
です。 


■ ドルビー プ□□ジック II 

KJ レビープ□□ジックIIデコーダーにより、すべての 
2ch 音声を已 . 1 ch 音声にまでお張します。また、リアス 
ピーカーの高音域の再現び加味され、すぐれた臨場感び 
生まれます。プ□□ジックIIムービーとプ□□ジック n 
-ユージックの2ち式びあります。 


■ ドルビーデジタル 

已 .1ch の音声トラックを持つサラウンドち式。フロント 
側 3ch (レフト、ライト、センター)に加え、 U ア出力もス 
テレオ化した上にフロント側と同じ周波数帯域を持たせ 
てしほす。さらに独立したサブウー八一巧.1 ch の 0. 1 ch 
部分)信号を記録してしなす。あらかじめ已 .Ich び分離さ 
れた状態で記録されており、チャンネルセパレーシヨン 
ち良好です。さらに全ての音びデジタル信号で処理され 
るので、劣化しにくいという特長を持っています。 

■サラウンド 

サラウンドホニックサウンドシステムを略してサラウン 
ドと呼びます。視聴者の周囲に複数のスピーカーを配置 
ずることによって、臨場感あふれるサウンドの再生びで 
さます。 


I ル17イー□- フ U ケンシー エフェクト 

■ LFE(Low Frequency Effect) 

ドルビーデジタル已 .1ch や DTS デジタルサラウンドに 
記録されているな音域のことでず。 

デイ-テイ - I ス デジタル シアター システム 

■ DTS (Digital Theater System) 
デジタルサラウンド 

信号のチャンネル鄭ま、ドルビーデジタルと同じ巳.1巳 h 
ですび、ドルビーデジタルを上回るデータ量を持ちます。 
さらに、デジタル録音時の音声圧縮率をを< したフォー 
マットのため、厚みのある高音質な再生び可能になって 
います。 

また、ダイナミックレンジび広くセパレーシヨンに優れ 
るなど緻密で雄大なヴウンドび特長です。 

エムペグツー I — I —シ- アドバンスド オーディオ 

■MPEG-2 AAC(Advanced Audio 
Coding) 

MPEG-2 オーディオち式の一つで、国内の BS デジタル 
放送で採用されている音声符号化規格でず。 

B S デジタル用の A AC フォーマットは、3種類規定され 
ているうちの「標準」にあたります。 

これは、ヴンプ U ング周波数 32kHz、44. 1 kHz, 48kHz 
の3種類で最大已 . 1 ch までのマルチチャンネルに対応し 
ます。放送の限られた帯域を利用し、ほビットレートで 
高音質をお保でをる点び特徴です。 











イチ押しボタン . 

エムペグ ツーエーエーシー 

MPE 白 -2 AAC. 

エルエフイーェーァィー了ィー□— つ U ケンシー 

LFE A1 r (Low Frequency 
オールチヤンネルステレオ ... 


サブウー八一 . 画图 

サラウンド . 岡回 

消音機能 . 回 

ダイナ 5 ックレンジ . 画 

DAP. の國國图 

DAP のエフェクトレべル . 國國 

DTS デジタルサラウンド . 國國國回 

デジタル入力 . 回画 

テストトーン . 图 

ドルビーデジタル . の國國图回 

ドルビープ □ ロジック II . 回國國國励 


ク□スオーバー周波数 . 画 

コンピュ 1 」ンク .1 」モートコント□-ルシステム . 國 


は行 

ぺ 一5^ 

プ 1 」セツト選局 . 

. 图 

ま巧 

ぺージ 

マイク=キシング . 

. の回 

メイク接点 . 

. の回 

5 巧 

ぺータ 


リニア PCM 音声 . 回 

レジューム機能 . 呵 


用語索弓 I 


入力信号/サラウンド対応表 (崎國と國ぺージ参照) 


声風 
入力信号^\ 

SURROUND 

OFF (ステレオ） 

DOLBY 

DIGITAL 

MPEG -2 

AAC 

DTS 

SURROUND 

PLII 

MOVIE 

PLII 

MUSIC 

LIVE 

CLUB 

DANCE 

CLUB 

HALL 

PAVILION 

ALL CH 

STEREO 

ドルビーデジタル 
(マルチチヤンネル) 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

ドルビーデジタル 
(2 チヤンネル） 

〇 

X 

父 

X 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

DTS デジタル 
サラウンド 
(マルチチヤンネル) 

〇 

X 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

DTS デジタル 
サラウンド 
(2 チヤンネル） 

〇 

X 

父 

X 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

MPEG -2 AAC 

サラウンド 
(マルチチヤンネル) 

〇 

X 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

X 

MPEG -2 AAC 

サラウンド 
(2 チヤンネル） 

〇 

X 

X 

X 

〇 

〇 

X 

X 

X 

X 

X 

リニア PCM 

〇 

X 

父 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

アナ□グ 

〇 

X 

父 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


圆國圆區 

品 

提 

M 

ふ 
^ e 

軒 






























































保証と アフターサービス 


保証書（別添) 


保証書は、お買い上げの販売店よりお受け取り <ださ 
い。 r お買い上げ日-販売店名」等の記入をお確かめの 
うえ、記載内容をよ<お読みの綾、大切に保管して< 
ださい。 

I -保証期間 -1 

お買い上げの曰か61年間 


補修用性能部品の最低保有期間 


AV コント□ールアンプの補修用性能部品の最低保有 
期間は、製造な切り後8年です。 

補修用性能部品とは> その製品の機能を維持するため 
に企、要な部品です。 


修理に関するご相談やご不明な点は 


修理に関するご相談やご不明な点は、お買い上げの販売店または画ページの r ビクターサービス窓□案内」をご覧のうえ 

最寄りのサービス窓□にお問い合わせください。 

V _ 

ソ 


修理を依頼されるときは 

出張修理' 


回ページの r 故障かな？と思ラ前に」じがってお調べください。それでもなお異常のあるときは、使用を中止し，お買い上 
げの販売店に修理をご化ま目ください。このとき不具合の発生したディスクなども一緒にご用意ください。 


U 証期間中は 


修理に際しましては保証書をご提示ください。 

が証書のおちに従って販売店が修理させていただきます。 


巧証期間び過ざているとさは j 

修理すれば使用できる製品じついては、お客様のご要望に 
より有料で修理させていただきます。 


ご連絡していただきたい内容 


修理料金の仕組み 


品 召 

AV コント□ールアンプ 

型 名 

RX-V503T 

お買い上げ 

年月日 

故障の状況 

できるだけ具体的に 

ご住巧 

付おの目 EP 等ち併せてお巧6せ < ださい 

お名前 


電話番号 


訪問ご希望曰 



技術料 


が障した製品を正常に修復するための料金です。 
技術をの人件費、測を器機等設備費、が障彰断， 
修理および部品交換、調整，点おなどの作業に 
かかる費用です。 


便利メモ 


お買い上げ店名 


凸 （ 


) - 


十 

部品代 

修理に使用した部品代金でず。その他修理に付 
帯する部材等を含む場合ちありまず。 

十 

出張料 

製品のある場所へ技術をを巧遣するための費用です。 
別途，駐車料金をいただ<場合があります。 

■保ず- 

点検 


本機の性能を維持するため、長時間連続してお使いになる場合、 
およそ3年使用をめどに「保守-を期点検」を受けることをお勧め 
しまず。なおこの時園は使用環境（湿度.湿度.ホコリ）などに 
左ちされます。詳し<は.お買い上げの販完店にご柜談<ださい。 


A 別売りアクセヴ U-h 


-サテライトスピーカーシステム… SP-X100 (5 本1組） 

•パワードサブウーハー .SP-PW100、SX-PW7 

-スピーカーシステム .SX-L3 (1 本売り） 

SX-LC3 り本売り） 
SX-L5 (1 本売り） 
SX-L7 (1 本売り） 


光デジタルケープル .XN-110E (長さ 1m) 

同軸コード（峡像用接続コード） .CI\I-D110E (長さ 1m) 

RCA ピンプラグコード .CN-510E (長さ 1m) 

接続コード（ミニプラグ） .CI\M20A (長さ 1.5m) 

整合器 .VZ-71A 


■別売りアクセヴ1」一はお買い上げの販売店でおホめください。 

■本機の故障または不具合などにより利用の機会を逸したために発ちした損害などの巧償については、ご容赦<ださい。 























































































化海道 


幌 S . C . (011)898-1 180 
JIIS . C . (0166)61-36 已白 
M S . S . (01 已 7) 吕 5-8 已己7 
gg S . S . (01已4)吕4-0フ白7 
広 S . S . (01 己己)吕 4-44 白3 
館 S . S . (0138) 已 2-5324 


004-0005 ホし幌巿厚別区厚別東日条 1-2-29 

070-8012 祖 "I 市巧居二条 3-2-1 己 

090-0037 北見市山下の 4-7- 19 

080-0005 勘临巿松浦巧3ま3号 

080-0806 帯広市東六条南 12- 11 

040-000 1函館市五棲郭町 4-1 己函館五棲郭 MF ビル 1 F 


東 


化 


化ミ毎道 


(04 己) 6已 1-0403 231-0028 
(044) 97已 -1879 吕1己-0024 
{0463)36-2160 吕已 4-00 己已 
(04 吕 )77 己-吕〇己吕2吕 9-0004 


横み市中区翁な 1-3-1 

JII 崎市宮前区南平台 3-2 (第2石原ビル） 

平塚巿南原 2-4 -已 

相模原市ち網 3-7-4 


青森 

青 森 S . C . 

八戸 S . S . 
弘前 S . S . 

(01 フ )723-2261 
(0178)44-4 已21 
(0172) 吕 8-01 己已 

030-0844 

031-0803 

036-8084 

青森巿桂木 4-6- 17 
八戸市認訪 2-2-36 
弓ム前巿高田 1-13-1 

岩手 

盛 岡 S . C . 

水ミ尺 S . S . 

(019)637-0121 
(0197) 吕吕 -2773 

020-0835 
023-081 己 

盛岡市津志田9お割24-1 
水ミ尺巿天义台通 D 3- 12 

が：田 

が 田 S . C . 

大 igs . s . 
横手 S . S . 

(018)824-3189 
(0186)43-0980 
(01 8吕 )32-8873 

010-0953 

017-0874 

013-0064 

が:田市山王中園の 4-1 
大館市美園の己-日 
横手市ホ坂字大道向3-日 

きが 

仙 台 S . C . 

石巻 S . S . 

(02 吕 )287-0151 
(022 己) 94-771 1 

984-00 11 
98己-08己3 

仙台市若林区六 T の目西の 7-1 3 
石巻巿巧脇字四番谷地 8- 18 

山お 

山 お S . C . 
酒田 S . S . 

(023)64 呂 -0279 
(0234) 吕己-714已 

990-2412 

99己-0842 

山形市松山 3-12- 18 
巧田巿亀ヶ崎 6-6-1 

福島 

郡 山 S . C . 

いわき S . S . 
さま若が S . S . 
福島 S . S . 

(024) 白己 2-6331 
(0246) 吕 7-7991 
(024 吕 )3 白-13已己 
(024) 已已 3-9437 

9己 3-020 己 
973-8409 
9己巳-0831 
960-0103 

郡山巿お 1-3 

いわき市内郷御台境町鶴卷 6-1 
会津若化巿表巧1 -44 ノ \イツシンフォニー101 
福島市本内字南原 26- 1 


関東•甲信越 




【出張修理専門】のご相談窓口 



首都国サ-ビスセンタ- 

(02 已)吕41 -4003 

279-0001 

千葉県浦安市当代島 2- 1 3-27 

新 

捐 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 

巧 崩をじ 

(02 已 )24 吕 -3431 

950-0084 

新潟巿明石 1-2- 19 



ち陶 y . y . 

(02 己 8)24 -白391 

940-00 12 

長岡市下下条 2- 136日-1 



上巧 S . S . 

(02 已已 )4 己-1734 

942-0081 

上越市お智 1-11 



【出おお理専門】のご相談窓口 



旨都團ヴ-ビスが夕- 

の吕 6)221-7607 

279-0001 

千葉県おま市当代島 2-13-2 フ 

長 

野 

【お預か0修理、お修用部品】のご巧敦お □ 



長 野 S . C . 

(026)221-6 己83 

380-0913 

長野市川合新田 962-1 



化本 S . S . 

(0263)2 已 -9 16已 

390-08 吕 a 

松本巿を内 2-4-2 1 



【出おお巧専門】 

のご相談窓口 


馬 

自觸トビスセンタ- 

(027)255-5982 1 279-0001 | 千葉県お安市当代島 2-13-27 


【お預かり修理、捕憶用部品】のご巧敦窓口 



前 橋 S.C 

(027) 2已5-己9吕1 

37 1-08 已4 

前橋巿大渡町 1-19-1 



【出お修理専門】のご相談窓口 

栃 

木 

飾国トビスセンタ- 

(028)63 巳-吕938 

279-0001 

千葉県浦を市当代島 2-13-2 フ 

【お預かり慢理、 

補僖用部品】のご; 

目談窓 □ 



宇都宮 S.C 

(02 白) 638-1 己39 

3吕 1-09 已3 

宇都き市ま宿郷3-已 -22 


が 

± m S . C . 

(0 吕 98) 2 1-87 已6 

300-0813 

±巧巿富±崎！- 10-1 



水戸 S . S . 

(0 吕白) 246-1 己60 

310-0836 

水戸市元吉田阳1。77 



【出お修理き門】 

のごキ目談窓口 

III 

與 

節！サ-ビスセンタ- 

<05已)22フ-已7フ3 1 吕 79-0001 

千葉県巧を市当代島 2- 1 3-27 


【お巧か0修理、褲を用部品】のご 

職を曰 



甲巧 S . S . 

{〇已己) 237-401 己 

400-0864 

甲府市湯田 2-11- 已 



【出張修理専門】のご相談窓口 



節目サ-ビスセンタ- 

(03) 巳 803-2888 

呂 79-0001 

浦安巿当代島 2-13-27 



【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 

干 

萬 

千 票 S . C . 

く04 3) 吕4己-吕已8扫 

261-0001 

千葉市美お区幸町 2-1-1 



♦白 S . C . 

(日47 1)7 巳-4322 

27フ -0863 

柏市豊四季己 12-10-67 



m を S . S . 

(047)3 己 3-6 189 

279-0001 

巧を市当代島 2-13-2 フ 



【出巧隹理専門】のご相談窓 □ 



飾目トビスセンタ- 

(03) 已803-吕888 

279-0001 

千葉県おを市当代島 2-13-2 フ 



【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓口 



本 郷 S . C . 

(03) 巳684-呂吕已4 

11 3-0033 

文京区本郷 3-14-7 ピクター本郷ビル 1 F 

東 


が葉原 S.S 

(03) 32己 1-2 12己 

101-00 吕1 

千代田区が巧田 1-6-6 



揀 馬托じ. 

(03) 3993-7 已吕〇 

176-0014 

練馬区費で南 1-19-1 



大 田 S . C . 

(03)37吕7-938已 

14己-006吕 

大田区化千ま 2-20- 日 



八王モ S . C . 

(04 吕 6)4 已 -69 14 

19吕 -004 已 

八王子市大巧田の 2-9 -日 



【業巧用境!器専門】のご相談窓口 



節目メンテナンスセント 

(03) 3己74-己231 

11 0-0003 

台東区根岸已 -4-3 



【出巧偿理専門】のご相談窓 □ 



節！サ-ビスセンタ- 

{03)已803-2白白8| 279-0001 

千葉県おま市当代島 2-13-2 フ 

埼 

玉 

【おおかり修理、補修用部品】のごホ目菌谣口 



大 宮 S . C . 

(048) 己己 4-5241 

330-0037 

さいたま市東大成町 2-6 己 8- 1 



負長谷 S . S . 

(048) 已53-已1日已 

36 1-00 已フ 

行田市城西 2-7-39 ツイン八イツ石山目 



【出おお巧專門】のご巧敦お □ 



首觸サ-ビスセンタ-1 (03)5803-2888 

279-0001 

千葉県おを市当代島 2-13-2 フ 



【お預かり修理、浦修用部品】のご相談窓口 


11 


窓□を 




巧 在 


地 


ビクターサービス窓□案内 (ビクターサービスエンジニアリング巧迂 C 会社) 


ビクター製品のアフターサービスはお買い上げの販売店へこ’相談ください 


ご転居等で保証書記載のお買い上げ販売店にアフターヴービスをご依頼になれない場合は、最寄りのにホ目談窓□」にご相談ください。 


11 

窓□を 

T E L 


所在地 

東海•化 

澤 


唐 岡 S . C . 

(054) 282-4141 

4吕 2-8043 

静岡市中田本巧62-31 

静岡 

沼ま S . S . 

(0 己己 9)2 吕 -1 巳已フ 

410-0041 

沼ま市筒#お日-已 


おが S . S . 

の已 3) 42 1-3441 

43巳-0041 

お松市化島に78己 


名古屋 S . C . 

{0已68)2已-323已 

481-0041 

西春 曰 井郡西春巧九之坪鴨田 121-1 

愛巧 

= 河 S . C . 

{〇已日 4) 已 1- 已931 

444-0833 

岡崎市桂曙 3-1 日-12 


薑橋 S . S . 

{0已32) 64-0 S 1 已 

440-08 巳3 

豊橋市佐藤日- 19-1 

枝阜 

岐阜 S . S . 

{0 己白)吕 74-1 白47 

巳 00-836 フ 

岐阜市宇化南 3-1-28 

云重 

= 重 S . S . 

{〇已 93)5 吕 -0841 

51 0-0076 

四日市市掘木 2-1 己-2 

ま S . S . 

{0已白)229-7780 

51 4-0 扫1己 

ま市大字藤ち48已 -18 

富 山 

害 山 S . C . 

{07 己)4吕已 -2397 

939-821 1 

富山市ニロ町四了目1 -3 

石り 1 

金 ミ尺 S . C . 

{0フ6)269-48吕1 

92 1-806 吕 

金ミ尺市斩保本四 T 目6己-17 

福井 

お并 S . S . 

{077 己) 53-69 16 

91 0-0843 

福井市西開発 3-21 1 



近 

をは 

wZ 


ぉ賀 

お質 S . S . 

{077)582-5812 

5吕 4-0033 

守山市浮気町268 


【出張修理専門】のご相談窓口 

京都 

大 限 S . C . 

(0 己)已 304-5731 

己 32-00 吕7 

大阪市猫 II 区田川 2-4-28 


【お預かり修理、お修用部品】のご相談窓口 


京 都 S . C . 

{07 己) 644-0247 

已1 2-8401 

京都市伏見区深草下り1原の31 - 1 

京都 

北部 

福知山 S . S . 

{0773) 22-8664 

己吕 0-00 已9 

福が山市厚東町1斗己-2 


【出張修理専門】のご相談窓口 

奈良 

大 阪 S . C . 

(06) 己304-已フ31 

已 32-0027 

大阪市淀川区田川を 4-28 

【お預かり修巧、捕修用部品】のご相談窓口 


き良 S . S . 

{0744) 吕 4-6271 

634-0007 

僵原市薑本の 834-2 


【出張修理専門】のご相談窓口 


大 阪 S . C . 

(06) 己304-巳フ31 

532-0027 

大阪市淀川区田川 2-4-28 


【お預かり修巧、補修用部品】のご相談窓口 

大阪 

大 阪 S . C . 

(06) 己304-巳フ31 

己 32-0027 

大阪市淀"1区田"に- 4-28 

大阪南 S . C . 

{06) 己768-巳489 

543-0028 

大阪市天王寺区ル橋町1日-16 


m S . C . 

(0 フ2吕)已 4-28 S 1 

已白！-白032 

既市百舌鳥 梅 町 3 T 目 2 1-2 伊助八イツ 


【業務用機器専門】のご相談窓口 


大拓メンテナンス 
わソクー 

(06) 己 304-6 フ1已 

已 32-0027 

大阪市淀"1区田川を 4-28 


和歌山 S . S . 

{073)472-6799 

日 40-8323 

巧歌山市太田43日-8 

巧 歌山 

田の S . S . 

{0739) 22-9976 

646-0031 

田 辺市漢1已81 -12 


【出張修理専門】のご相談窓口 

兵 庫 

大 阪 S . C . 

(06) 己304-巳フ31 

己 32-0027 

大阪市淀川区田りに- 4-28 

中東部 

【お預かり修巧、捕修用部品】のご相談窓口 


神 戸 S . C . 

(0 フ 8) 2巳 2-0 巳62 

6已 1-00 己6 

神戸巿中央区磯上通 3-2- 16 

兵 庫 
西部 

姫路 S . S . 

{0792) 34-3833 

670-0 白7巳 

姫路巿中地南な1 1-1 



中 

国 


岡山 

岡 山 S . C . 

{086) 吕 43-1 5已已 

700 -0927 

岡山市 西ち お 西 fflj 8-23 

広 島 

ム S S . C . 

{08吕)吕43-983白 

730-082 己 

に島市中区光南 3-9-1 フ 

福山 S . S . 

(0849)31-6984 

721-0973 

福山市南蔵王町3-已 -1 己 


山 口 S . C . 

の 83) 白 73-3708 

7巳 4-002 吕 

吉敷那/」郷の花園町已 -28 

山 □ 

徳山 S . S . 

(0834)27-1331 

74己-004吕 

徳山市野上町 2-3 已 


下関 S . S . 

{083 吕 )51-1 日40 

751-0852 

下関市熊野町 2-14-23 


山度ピが-願 ㈱ 

ヴービスセンター 

(08 己 2) 3 1-8900 

690-0823 

お江市学園 1-16-39 

島根 

(お江•米子担当） 

化雲営熱け-ビス揉 

(0853)21-461 1 

已 93-0001 

出雲巿今市町8已4 


細営業所トロ揉 

(08 已己)吕 2-1 已84 

已 97-00 吕3 

お田市長ミ尺町67 1-1 

鳥取 

鳥鹏觀トロ揉 

(08 已7に 3-2 151 

已 80-091 1 

鳥取市千巧水1了目 22-1 



四 

国 


香" 1 

高 化 S . C . 

{087) 8己已 -1 吕〇〇 

7已 1-80 己7 

高松市田村町20已 -1 

徳島 

徳 島 S . C . 

{088)62吕-738フ 

770-80 巳吕 

徳島市巧お 2-37 

高 知 

高 巧 S . S . 

{088)882-0 已4己 

7己 0-8 12吕 

局知市局須新町 4-1 43 

愛媛 

が 山 S . C . 

{089) 9吕 3-0372 

79 1-801 已 

松山市中巧 1-4- 12 

宇辛口島 S . S . 

{0895) 20-1 01白 

79召-00呂フ 

宇和島市坂下き甲 407-4 日 

九州•沖 

縄 


福 岡 S . C . 

(092)-431-1261 

812-001 1 

福岡市博多区博多訳前 4-16-1 

福岡 

义留米 S.S 

{094吕)-3白-34白己 

830-0038 

义留米市 困 町字巧浦 1-1 192 

化九州 S . C . 

{093) 白2 1-3981 

802-00 己4 

化九州巿小含化区片野 2- 1己-12 

長崎 

長 崎 S . C . 

(09 己)己62-己巳2吕 

8己 2-8021 

長崎市が山町 9- 13 

佐世な S.S 

(0956)33 -己巳68 

日己 7-1 166 

佐 世 保市木曲町 1467-2 

大分 

大分 S . S . 

(097) 巳 43- 142吕 

870-0882 

大分市大道町 4-1-2 

能本 

熊 本 S . C . 

(096)3 已 3-4 巳36 

861-4101 

熊本市近見町 8-1-10 

宮崎 

宮 崎 S . S . 

(09 白已 )24 -巳401 

880-0032 

宜崎市屬島町 3-59 

延岡 S.S 

(098 吕 )3 已 -7707 

8己 2-08 己7 

延岡市您領町吕 4-3 

鹿巧 島 

鹿巧島 S . C . 

の 99) 吕 82-88 18 

白白 0-0034 

鹿巧島市田上打目9-日 

沖縄 

沖 縄 S . C . 

(09 曰)89呂 -3 己31 

901-2224 

ホ縄県宜野湾市真志喜 1-13-16 


化姐 


化細帯函 


じじじで 

a a a S 
お崎塚原 
模 

横里巧 


遇) 


所在地、電話番号が変更になる場合がございまずので、あ6かじめご了承ください。 

♦略号について S . C . はヴービスセンターの略巧!です。 

S . S . はヴービスステーシヨンの略称でず。 


0302 























































































































































































主な仕様 


. JEITA は、電子情報技術産業協会の規格による測定値でず。 



アンプ部 






実用最大出力 

フ□ント 


1日 0 W +] 日日 W (60) 


( JEITA ) 

センター 


1日 0 W (6 O ) 




リア 


1日 0 W +] 日日 W (60) 


を高調波ひずみ率 



日.日吕。 / o (60、20 Hz 

-20 kHz . 40 W +40 W ) 

音声入力端モ 




(入力感度/インピーダンス） 

(アナ□グ入力） 

マイク 



: 3 mV /600 Q ~ 1 OkO 


CD 、 MD / TAPE 、 VTR、TV SOUND、DVD 

：220 mV /47 kQ 

(デジタル入力） 

同軸 

デジタル] ( DVD ) 

：0.5 V ( p - p )/75 Q 


光 

デジタル2に D ) 

: -21 服 m 〜 -1 已 dBm 


(サンプリング周波数 

32 kHz 、44. 1 kHz 、48 kHz に対応） 

音声出力端モ 




(出カレベル） 

(アナ□グ出力） 

MD / TAPE、VTR 



：220 mV 


サブウー八一 





S / N 比(音声） 

CD 、 MD / TAPE 、 VTR、TV SOUND、DVD 

:88 dB (ち日 IHF ' A ネットワーク） 

周波数特性 

CD 、 MD / TAPE 、 VTR、TV S 0 UND、DVD 

;2日 Hz 〜 20 kHz け Id 巨） 

卜 ー ンコントロ ー J レ 

バス(目 ASS ) 



:±10服 ( lOOHz ) 


トレブル ( TREBLE ) 



: ±10 dB ( lOkHz ) 

映像入力端モ 




(入力感度/インピーダンス） 


コンポジット映像 

DVD'VTR 


1 V ( p - が/750、同期負 


S 映像 

DVD'VTR 


] V ( p - が/7己 Q 





C 

0.286 V ( p - p )/75 Q 

映像出力端モ 




(出カレベル/インピーダンス） 


コンポジット映像 

モニター出力 、 VTR 


1 V ( p - p )/750、 同期負 


S 映像 

モこター出力 、 VTR 


] V ( p - が/7已〇 





C 

0.28目 V ( p - p )/7 己0 

S / N 比(映像） 





4已服 

その他の端子 






コンピユ U ンク -4( シンク 0) x 2 





メイク接点 X 2 






FM チューナー部 






受信周波数 



76.00 MHz 〜] 08.00 MHz 

S / N 比 

モノラル 


7已 d 臣 (8 己 d 巨 f ) 




ステレオ 


73 d 臣 (8 己 d 巨 f ) 



全高調波ひずみ率 

モノラル 


日. 4%( lkHz ) 




ステレオ 


日.日％ (1 kHz ) 



アンテナ 



7巳〇不平衡型 



周波数特性 



3日 Hz 〜]己 kHz (+ 日.已服、 -3 服） 

AM チューナー部 






受信周波数 



己 3] kHz 〜1.629 kHz 


S / N 比 



48服 (1 日 OmV / m ) 



実用感度 



4日日い V/m 



アンテナ 



外部アンテナ端モ(ループアンテナ） 


その他 


電源 AC 100 V 、50 Hz / S 0 Hzrtffl 

消費電力 電源「入」時 210 W 

「切(待機状態)」時 2 W 

最大夕1•お寸法 （幅 X 高さ X 奥行） 43已 mmx ] 4日.已 mmx 41 己 mm 

質量 9.日 kg 

付属品 U モコン ( RM - SRXV 已 03). 1 

単3お乾電池 （ U モコン動作お認用） ..... 2 

AM ループアンテナ . 1 

FM 簡易型アンテナ . 1 

本機の仕様およびが観は、改善のため予告な < 変更ずることびありまず。 

















寸法図(単位： mm ) 
■前面 


U 


■側面 


37. 已 


230 


^ ご相談や修理は ^ 

ビクター製品についてのごホ目談や修理のご依頼は、 

お買い上げの販売店にごホ目談ください。 

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記のご旧談窓□にご相談ください。 

修理などの アフターサービス に関するご相談 

ビクターサービスエンジニアリング株式会社 

お買い物相談や製品についての全般的なご相談 

お客様ご相談センター 

画ページの「ビクターサービス窓□案内 J 
をご覧ください。 

V 

東京 0(03) 已巨 84-93 11 

FAX (03) 已巨 84-93 17 

干11 3-0033 ま京都で京区本郷兰 T 目1 4-7 ビクター本郷ビル 

大阪 0(0 巨）巨7巨已 -4161 

FAX (0 巨）巨7巨已 -4891 

f 543-0028 大阪巿天王寺区ル橋町1 0-1 日大阪ビクタービルソ 


ビクターインターネットホームアドレス http :// www . jvc - victor . co . jp / 


曰巧ピク 9— 巧なさ巧 


パーソナル&モビールネットワークビジネスユニット 

干37 1-8 巳43群馬県前橋市大渡田了一了目10番地の1 Q (027) 2已 4-89 巳2 


ア□1、！/ィ'\7 RX - V 503 T 巧窗强涅咖 




◎ 2002 V に TOR COMPANY OF JAPAN, LIMITED 


0502 NHMMDWJEIN 











































































































